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特
定
健
康
診
査
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

Ｑ 

平
成
24
年
度
ま
で
に
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
65
％
を

達
成
す
る
と
い
う
、
こ
の
国
が
定
め
る
目
標
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ 

第
１
次
の
特
定
健
診
の
計
画
等
を
つ
く
っ
て
努
力
を

し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
の
目
標
数
値
が
余
り
に
も
高
過

ぎ
て
こ
れ
は
安
曇
野
市
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
自
治
体
も

ほ
と
ん
ど
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
第
２
期
の
特
定
健
康

診
査
の
実
施
計
画
を
基
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

他
部
署
と
の
横
断
的
な
連
携
は
ど
う
か
。

Ａ 

特
定
健
診
を
実
際
に
受
け

持
っ
て
い
る
健
康
福
祉
部
や
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
、

医
療
機
関
と
も
連
携
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

  

地
域
公
民
館
・
体
育
施
設
の
単
価
差
に
つ
い
て

Ｑ 

公
民
館
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
の
は
嬉
し
い
が
、
公

民
館
の
使
用
料
が
地
域
に
よ
り
単
価
の
差
が
大
き
い
の
は
な
ぜ

か
。
ま
た
、
体
育
施
設
の
地
域
間
の
使
用
料
の
差
は
な
ぜ
生
じ

る
の
か
。

Ａ 

全
体
的
に
利
用
件
数
、
使
用
料
が
増
加
し
て
い
る
。

公
民
館
は
、
使
用
料
収
入
を
利
用
件
数
で
割
り
返
す
と
差

が
あ
る
が
、
利
用
件
数
の
中
に
は
減
免
を
受
け
た
団
体
も

多
く
あ
り
、
減
免
を
受
け
た
団
体
の
使
用
が
多
い
施
設
は

使
用
料
が
減
り
、
差
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
体
育
施
設

の
関
係
は
地
域
ご
と
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
数
の
施
設

の
数
に
差
が
あ
る
た
め
に
生
じ
る
。
ナ
イ
タ
ー
照
明
や
天

候
に
関
係
な
く
使
用
で
き
る
使
用
頻
度
が
多
い
施
設
の
有

無
に
も
関
係
し
て
い
る
。

賛 

成

・  

成
果
報
告
書
を
見
る
と
、「
反
省
と
課
題
」
の
と
こ
ろ
に
、

今
後
の
予
算
編
成
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
、

評
価
で
き
る
。
た
だ
、
実
質
収
支
の
金
額
が
、
安
曇
野
市
の

標
準
財
政
規
模
か
ら
見
て
必
ず
し
も
少
な
い
と
は
言
え
ず
、

今
後
、
大
き
な
実
質
収
支
額
に
な
ら
な
い
よ
う
な
予
算
決

算
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
予
算
を
否
定
す
る

ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
賛
成
す
る
。

・  

成
果
の
報
告
等
に
課
題
が
残
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
反

対
す
べ
き
で
は
な
い
。
行
政
は
す
ぐ
に
い
い
か
悪
い
か
の
結

論
が
出
な
い
の
で
、
時
間
を
い
た
だ
く
中
で
成
果
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
方
向
性
を
見
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の

で
賛
成
す
る
。

反 

対

・  

こ
の
決
算
で
は
、
道
路
の
凍
結
・
除
雪
の
対
応
な
ど
安

曇
野
市
は
寒
冷
地
で
あ
る
認
識
が
非
常
に
弱
い
。
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
形
で
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
自
治
体
は
、
自
主

的
、
そ
し
て
総
合
的
に

広
く
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
た
行
政
を
行
う
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
決
算

は
市
民
の
立
場
、
ま
た

市
民
の
利
益
に
供
し
な

い
の
で
反
対
す
る
。

・  

監
査
結
果
の
内
容
で
、

起
債
の
平
準
化
が
今
後

な
さ
れ
て
い
か
な
い
方

向
に
見
受
け
ら
れ
る
た

め
、
反
対
す
る
。

質 

疑

討 

論

  

補
助
金
の
反
省
と
課
題
は

Ｑ 

空
き
店
舗
等
活
用
促
進
事
業
、
技
術
・
製
品
等
展
示
会

出
展
事
業
補
助
事
業
等
の
補
助
事
業
の
反
省
と
課
題
は
。

Ａ 

旧
町
村
の
助
成
事
業
見
直
し
を
含
め
、
平
成
24
年
度

に
４
制
度
を
新
た
に
追
加
し
た
。
産
業
団
地
進
出
企
業
と

の
交
渉
段
階
で
も
有
効
で
あ
っ

た
。
市
内
企
業
の
留
置
及
び
誘

致
に
よ
り
、
身
近
な
雇
用
の
場

の
維
持
・
確
保
、
そ
し
て
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
現
行

制
度
の
検
証
、
事
業
効
果
の
確

認
、
そ
し
て
国
の
成
長
戦
略
と

も
連
動
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
適
応

し
た
制
度
の
運
用
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

  

住
宅
使
用
料
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て

Ｑ 

市
営
住
宅
使
用
料
は
私
債
権
な
の
で
、
債
権
放
棄
す
る

に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ 

会
計
上
の
処
理
と
し
て
不
納
欠
損
し
た
が
、
債
権
放

棄
は
せ
ず
に
債
権
の
管
理
簿
を
作
り
管
理
し
て
い
く
。

Ｑ 

市
民
の
目
の
届
か
な
い
不
納
欠
損
が
進
む
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
に
も
、
市
と
し
て
債
権
管
理
条
例
等
を
定
め
る
こ
と
は

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
現
在
研
修
会
や

他
市
の
条
例
等
を
参
考
に
し
て
進
め
て
い
る
。

  

生
活
保
護
費
に
つ
い
て

Ｑ 

生
活
保
護
の
廃
止
増
加
は
な
ぜ
か
。

Ａ 

厚
生
年
金
の
受
給
漏
れ
に
対
す
る
指
導
や
、
障
害
年

金
の
受
給
指
導
な
ど
、
年
金
受
給
に
向
け
た
指
導
な
ど
に

よ
り
、
生
活
保
護
の
廃
止
が
増
加
し
た
。
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平成24年度 決算認定
　平成 25 年安曇野市議会９月定例会は８月

21 日開会し、会期 28 日間をもって９月 17 日

に閉会しました。この間市長提出議案など 92

件が審議されました。

　決算審議では、平成 24 年度の一般会計ほか、

特別会計と下水道事業会計について審議され、

すべてが認定されました。

完成した明科総合支所明科公民館

■歳出決算の主な増減内容（平成 23 年度との比較）

介護給付費………………………… 1億 1,291 万円 ほりでーゆ～改修工事……………… 1億 8,316 万円

福祉医療費………………………… 1,122 万円 道路維持・舗装復旧………………… 5,599 万円

生活保護扶助費…………………… 9,123 万円 穂高東中大規模改造………………… 1億 8,076 万円

子宮頸がん等ワクチン接種事業… △ 5,434 万円 公有財産購入費（グラウンド用地）… 1億 4,608 万円

新規就農者育成支援事業………… 1,629 万円

■一般会計・特別会計歳入歳出決算状況 （単位：千円）

会 　 　 計 　 　 名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引総額
安 曇 野 市 一 般 会 計 37,883,366 37,104,123 779,243

特　
　

別　
　

会　
　

計

安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,430 1,184 246

安曇野市国民健康保険特別会計 10,430,655 10,054,087 376,567

安曇野市後期高齢者医療特別会計 901,254 884,355 16,899

安曇野市介護保険特別会計 7,728,598 7,706,134 22,464

安曇野市下水道事業特別会計 4,270,887 4,240,368 30,518

安曇野市農業集落排水事業特別会計 191,526 189,047 2,478

安曇野市上川手山林財産区特別会計 3,836 2,568 1,267

安曇野市北の沢山林財産区特別会計 2,386 2,138 247

安曇野市有明山林財産区特別会計 1,275 224 1,050

安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計 1,106 154 952

安曇野市穂高山林財産区特別会計 1,050 158 891

安曇野市産業団地造成事業特別会計 61,394 61,260 133

総　計（一般会計 + 特別会計） 61,478,763 60,245,800 1,232,955

一般会計歳入  378億8,300万円 一般会計歳出  371億400万円
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採択採択

可決可決

不採択不採択

　■明科の漏水対策を求める請願
　 ～請願第 10 号　明科の水道漏水対策を早急に求める請願書～

Ｑ  有収率が異常に他の地域より低いという報告は受けている。この明科水道漏水対策はどうなるのか。

Ａ  50％近くが漏水となっている現状等を調査する必要がある。事業計画を作成するには少なくとも１年か

かる。第１次拡張事業が終わるころ、平成 28 年頃までには全体計画を示し、必要であるとなれば順次やっ

ていく。

●議員提出議案

●条例
　■税以外の公共料金の滞納処分などを定める条例
　 ～議案第68号　安曇野市税外収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例～

●請願
　■穂高総合支所・三郷総合支所の再検討を求める請願
　 ～請願第 8 号　安曇野市穂高総合支所・三郷総合支所の建設事業計画の再検討を求める請願書～

　■議員提出第 10 号　安曇野市議会委員会条例の一部を改正する条例

　■議員提出第 11 号　安曇野市福祉基金条例の一部を改正する条例

　■議員提出第 12 号　「山の日」の制定を求める意見書

　■議員提出第 13 号　地方財政の充実・強化を求める意見書

　■議員提出第 14 号　長野地方裁判所支部における労働審判の開設を求める意見書

　■議員提出第 15 号　私立高校への公費助成に関する意見書

　地方税法の事務取扱に準じた事務を行っている税外収入金、分担金、使用料、負担金等にかかわる条例を

一部改正する。滞納処分は、第９条として新たに整理する。

Ｑ  介護保険料を払えなくて困っている人から税並みに取り立てていくことだ。自治体の本来の趣旨からし

て地方税法改正に伴う条例改正だとしても、問題ありと思うが。

Ａ  介護保険法の中で滞納処分ができる。手続等を条例の中に明記する。まず督促状を発行、通知をし、差

し押さえをするということである。

反対討論　公共料金の一つである介護保険料を厳しく取り立てていく条例を定めれば、機械的に取り立て

て、福祉的な配慮に欠けることになる。払いたくても払えない人がふえている中、事情をよくつかみ、納付

者の立場で丁寧な対応をすべきと考えるので反対する。

賛成討論　これまでは市の対応が統一的ではなく、さまざまな根拠法があるにもかかわらず、そういった

知識も乏しく、手続的にも明確にされていなくかった。全ての市民に対して公平に料金の徴収をすることを

定めたもので、必要なものだ。払えない人の対応は別に定めるべきものであり、賛成する。

賛成討論　市長は、足りないところは建て増し、あるいは増築なり新築としていた。しかし、本庁舎を建

設して、さらに総合支所はあり方を検討して、明科支所を９億 7,000 万円で建てて、三郷も穂高もというこ

とでいいのか。耐震補強工事や不具合を直せば穂高支所は使える。市民の合意を得るためにも再検討するの

は当たり前。公の施設全体で約 120 億円（うち市庁舎が約 80 億円）の建設経費がかかっている。福祉施設

の充実の方が先なので、賛成する。

９月定例会で　　
主な議案（決算〔P. 2, 3〕、補正予算〔P. 6〕以外）の質疑・討論の内容を紹介します。なお、討論　　　　
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可決可決

可決可決

可決可決

可決可決

　■穂高陶芸会館
　～議案第129 号  公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高陶芸会館）～

反対討論　なぜ再び外部委託をするのか理解できない。第 126 号に準じて財団が指定管理者となる問題点

があり、指定を受ける団体としてふさわしくない。市の直営のままでよい。来年の４月１日からの期間なの

に、十分な議論を尽くすという場面がない。穂高にある陶芸会館が外部委託、市の直営、そして再び外部委

託というやり方が本当に教育の場でふさわしいのか。外部委託、市の直営という考え方も、公の責任の所在

というものを明確にする必要があるので反対する。

賛成討論　新たに財団がこの指定管理者になるということは、いろいろの要素がある。選定委員会が妥当

だという判定を下した。豊科の財団が他地域にまたがってこういう指定管理を受けていくのは、これからも

いろいろ課題があり、ほかの手法もあるだろうが、現状でこの財団に指定管理することに妥当性があるので

賛成する。

反対討論　耐震化、分離分割発注はいいが、市のコンセプトはどこにあるのか。方針が一貫していない。

総合支所と公民館の複合施設はあるが、ここは体育館と公民館で 14 億円を超える金額を使っていいのかと

考え反対する。

賛成討論　これは契約案件でありこの金額で落札されたものであるので賛成する。

●指定管理者

●市職員給与削減
　 ～議案第134号  安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例～

●請負契約
　■穂高会館耐震補強工事の３つの契約
　～議案第 135 号　穂高会館耐震補強等改修工事建築主体工事請負契約について～
　～議案第 136 号　穂高会館耐震補強等改修工事電気設備工事請負契約について～
　～議案第 137 号　穂高会館耐震補強等改修工事機械設備工事請負契約について～

　■豊科近代美術館
　～議案第126号  公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科近代美術館）～

反対討論　公益財団法人安曇野文化財団が受けて５年だが、この財団は豊科町時代から、村田コレクショ

ンをはじめ問題の解決ができていない団体である。公の関与が直接できない状況のまま指定管理者に委ねる

ことになることから、市の直営で運営、管理、維持することが望ましいので反対する。

賛成討論　平成 17 年９月、地方自治法の一部が改正され、民間企業

等の経営感覚を取り入れた公の施設の活性化、経費の節減等で指定管理

制度が導入された。平成 24 年４月１日現在、市内 506 施設のうち 82 施

設が指定管理されている。チェック体制、モニタリング制度の構築、顧

客満足度の向上、アンケート評価と問題点の検証を行い、指定管理候補

者の選定は選定委員会で評価の配点がされており、管理が効率的、合理

的であり、市民への質の高いサービスが期待できるので賛成する。

反対討論　労働組合との真摯な協議をされ妥結したが、実際には２級以下の方が月 3,513 円、そして平均

でも月１万 2,715 円減となる。市民とのサービスの最先端にいる市職員は、人勧で連続減らされている。民

間ベースも減ることになり、購買力が落ちることになる。景気回復どころではないと考えるので反対する。

決まりました
　　 のあった議案と請願９号は請願８号を除き、賛成多数で原案通り可決、採択されました。

増築された豊科近代美術館
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◆質 疑
Q 予算額 1,200 万円提示の内容は。

A   ①農作物等災害緊急対策事業 304 万円

 ②果樹経営緊急生産維持対策事業 241 万 3千円

 ③被害農産物販売促進事業 35 万円

 ④被害農家支援事業 619 万 7 千円である。

Q  被害対策会議での農家からの要望は。

A  品質低下の中で集果状況をしっかり把握して、

不公平感のない対応を検討していく。所得補

償ではなく、労務経費的な部分で公平感のあ

る補助は考えていきたい。

Q  国・県の支援はどうなっているか。

A  県から緊急対策事業として支援があったし、今後いろいろな対応を考えていると思う。国には陳情してあ

るし、要望もしていきたい。

凍霜被害支援へ！！
平成25 年安曇野市議会第1 回臨時会（7月30日開会）

平成 25 年安曇野市議会第1回臨時会（７月）　審議結果と議案の賛否一覧
賛成：○　反対：×　議：議長（可否同数以外採決に加わらない） 欠：欠席
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結果

議案第66号
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 議

原案
可決

平成 25 年度安曇
野市一般会計補
正予算（第３号）

議案第67号
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 議

原案
可決

三郷南部保育園建
設事業建築主体工事
請負契約について

議案第 66 号 平成 25 年度 安曇野市一般会計補正予算（第３号）

審査内容 特に、異議はなく、全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定いたしました。

環境経済委員会審査報告

●議案第67号  三郷南部保育園建設事業建築主体工事請負契約について

●議案第66号  平成 25 年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）
補正予算額　歳入歳出それぞれ 1,200 万円を追加

内容：凍霜害緊急対策事業費に要する経費の増額

議員氏名

議　　案

　凍霜被害で変色した梨
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◆質 疑

Q  凍霜害、ひょう被害の支援について伺う。

A   ７月の臨時会では、ＪＡが実施する地力を回復する肥料代ということで、１

反歩当たり２俵のうち２分の１を補助した。

  今回の補正予算では被害果実の出荷補助として 200 万円を補助するものである。これからのサンふじ等の出

荷状況を把握する中で、12 月以降３回目の追加補正を考えていく。

Q  松くい虫被害対策事業において、24 年度決算で約

7,500 万円、25 年度の補正予算で約 9,600 万円お金を

使っているが、その効果及び今後の対策について伺う。

A  マツノマダラカミキリ虫が媒介するため、被害木につ

いては早期の伐倒薫蒸を継続的に実施してきた。今後

は可能な限り全量枯損木を駆除した後地区の合意を得

ながら効果的な空中散布を実施していきたい。

＜参 考＞  平成 24 年度の伐倒薫蒸防除は全体の 70％し

か処理できなかった。

補正予算額 ……………………………… 7億 0,000万円

補正前の予算額  ……………………… 390億 7,800万円

補正後の予算額 ……………………… 397億 7,800万円

主な歳入について 主な歳出について

・普通地方交付税 ……… 8 億 1,462 万 1 千円

・児童手当国庫負担金 ……… 2,562 万 6 千円

・学校施設整備事業補助金 … 1,202 万 2 千円

・農業費補助金 ……………… 2,353 万 7 千円

・林業費補助金 …………………900 万 6 千円

など

・直売加工施設運営事業 … 3,689 万 9 千円（Vif 穂高増築工事外）

・担い手支援事業 ……………… 1,500 万円（機械等整備）

・緊急経済対策事業 …………… 1,500 万円（住宅助成事業補助金）

・松くい虫被害対策事業 … 9,616 万 6 千円

・消費拡大対策事業 ………………512 万円（凍霜害被害果外）

など

補正予算が決まりました

平成25年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

被　　　　　害　　　　　量（㎥） 平 成 24 年 度

H 20 H 21 H 22 H 23 被 害 量（㎥） 割　合

安　

曇　

野　

市

豊　　科 22 19 79 223 765 16.0 %

穂　　高 63 160 99 121 635 13.3 %

三　　郷 305 101 108 163 65 1.3 %

堀　　金 33 6 11 35 51 1.1 %

明　　科 1,498 2,671 4,247 3,888 3,269 68.3 %

計 1,921 2,957 4,544 4,430 4,785 100％

松くい虫防除空中散布

■安曇野市の松くい虫被害発生状況
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一 般 質 問
問　

市
長
は
平
成
25
年
度
当

初
予
算
案
を
議
会
に
提
出
す

る
折
、
そ
の
概
要
説
明
で

は
、
「
産
業
の
活
性
化
と
観

光
戦
略
」
の
位
置
づ
け
で
温

浴
施
設
整
備
事
業
を
提
出
し

た
。
昨
年
の
11
月
22
日
突
然

穂
高
地
域
に
あ
る
３
施
設
、

い
わ
ゆ
る
住
民
福
祉
の
中
核

た
る
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
、
温

泉
健
康
館
、
老
人
保
健
セ
ン

タ
ー
の
利
用
実
績
が
健
康
福

祉
部
よ
り
提
示
さ
れ
、
そ
の

こ
と
が
温
浴
施
設
整
備
の
メ

イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
よ
う
に

受
け
取
れ
る
説
明
が
さ
れ
て

い
る
。
元
々
位
置
づ
け
て
き

た
「
産
業
の
活
性
化
と
観
光

戦
略
」
に
対
す
る
基
本
的
ビ

ジ
ョ
ン
と
温
浴
施
設
の
設

計
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

真
っ
先
示
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

市
長　

し
ゃ
く
な
げ
荘
周
辺

整
備
は
、
穂
高
町
時
代
か
ら

検
討
が
行
な
わ
れ
て
き
た

が
、
西
山
山
麓
の
観
光
主
体

の
街
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
で
は
穂
高
温
泉
郷

周
辺
に
は
、
収
容
人
員
全
体

の
70
％
の
能
力
を
有
し
、
そ

の
他
美
術
館
、
蕎
麦
屋
、
都

会
的
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
集
客
施
設
が
里
山

の
中
に
整
っ
て
い
る
。
現
在

ま
で
開
発
が
成
さ
れ
て
き
た

中
に
天
然
温
泉
が
利
用
で
き

る
と
言
う
点
が
大
き
な
要
因

と
し
て
あ
る
。

問　

「
産
業
の
活
性
化
と
観

光
戦
略
」
に
位
置
づ
け
た
経

緯
は
理
解
し
た
。
こ
れ
に
住

民
福
祉
の
相
乗
効
果
を
理
解

し
た
と
し
て
、
観
光
戦
略
的

ビ
ジ
ョ
ン
と
西
山
周
辺
へ
の

観
光
客
誘
導
の
数
値
目
標
や

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同

時
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

市
長　

施
設
が
持
つ
機
能
、

規
模
、
併
せ
て
周
辺
エ
リ
ア

の
集
客
目
標
の
考
え
方
だ

が
、
現
在
３
つ
の
施
設
の
日

帰
り
入
浴
部
分
の
規
模
が

９
１
６
㎡
で
あ
る
。
計
画
規

模
は
２
０
６
４
㎡
と
言
う
事

で
、
食
を
提
供
す
る
エ
リ
ア

と
し
て
４
０
０
㎡
が
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。

　

想
定
す
る
利
用
者
の
要
因

と
し
て
、
登
山
者
用
駐
車
場

の
集
中
整
備
を
す
る
こ
と

で
、
都
市
再
生
整
備
計
画
に

よ
る
西
山
山
麓
へ
の
観
光
客

誘
導
等
現
状
の
年
間
利
用
者

20
万
人
か
ら
1.5
倍
程
度
の
施

設
利
用
者
増
を
目
標
に
お
い

て
、
事
業
展
開
し
て
い
く
。

　

そ
の
う
え
で
、
西
山
山
麓
・

東
山
山
麓
・
水
辺
の
み
な
ら

ず
里
山
も
活
用
し
た
整
備
計

画
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

考
え
る
。

　

特
に
、
三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
の
整
備
に
関
し
て
は
、
富

士
山
の
見
え
る
展
望
台
を
整

備
す
れ
ば
、
東
山
の
天
平
の

森
と
の
相
乗
効
果
も
上
が
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
事
業
者
、
経
営

者
の
方
々
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
た
め
、
懇

談
の
機
会
等
を
設
け
、
観
光

戦
略
に

力
を
入

れ
て
い

く
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
施
策
に

市
長
の
考
え
を
ど
う
反
映
す
る
の
か

平　

濵　
　
　

昭　

次

議 案 等 の 賛 否 一 覧 （ 賛 否 が 分 か れ た 事 件 ）
賛成：○　反対：×　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）
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高
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高
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一
榮

議 案 第 68 号 安曇野市税外収入金に対する手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 69 号 安曇野市新規就農者住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 70 号 安曇野市厚生住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 71 号 安曇野市明科飲料水供給施設給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 72 号 安曇野市有明会館条例等の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 73 号 安曇野市霊園条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 74 号 安曇野市穂高地域福祉センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 75 号 安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 76 号 安曇野市道路占用料条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 77 号 安曇野市営住宅条例及び安曇野市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 78 号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 79 号 安曇野市人権教育集会所条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 80 号
安曇野市公共下水道事業受益者負担に関する条例及び安曇野市下水道事業受益者
分担金徴収条例の一部を改正する条例

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 81 号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 82 号 安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議 案 第 97 号 平成 24 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 101 号 平成 24 年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 126 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科近代美術館） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 129 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高陶芸会館） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 131 号 土地の取得について（アルプス保育園改築事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 132 号 土地の取得について（温浴施設整備事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 133 号 市道の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 134 号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 議

議案第 135 号 穂高会館耐震補強等改修工事建築主体工事請負契約について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 136 号 穂高会館耐震補強等改修工事電気設備工事請負契約について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 137 号 穂高会館耐震補強等改修工事機械設備工事請負契約について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議員提出第12号 「山の日」の制定を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

請 願 第 8 号 安曇野市穂高総合支所・三郷総合支所の建設事業計画の再検討を求める請願書 ○ × ○ × × × × × × × ○ × ○ ○ × ○ × × × × × ○ × × × 議

請 願 第 9 号 明科の水道漏水対策を早急に求める請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

※上記以外の議案等は全員賛成で可決されました。

議　員　氏　名

議　　案　　等

9
安曇野市議会だより　第 32 号 AZUMINO CITY COUNCIL NEWS 2013.10.30

議案等の審議結果

平成 25 年安曇野市議会９月定例会審議結果

【市長提出議案等】

議案番号 件　　　　　　名 結 果

報告第 22 号 平成 24 年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率について 受　理

報告第 23 号
平成 24 年度決算に基づく安曇野市下水道事業特別会計
資金不足比率について

受　理

報告第 24 号
平成 24 年度決算に基づく安曇野市農業集落排水事業特
別会計資金不足比率について

受　理

報告第 25 号
平成 24 年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業特
別会計資金不足比率について

受　理

報告第 26 号
平成 24 年度決算に基づく安曇野市水道事業会計資金不
足比率について

受　理

報告第 27 号
平成 24 年度決算に基づく安曇野市営宿舎事業会計資金
不足比率について

受　理

報告第 28 号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（自動車事故に関すること）

受　理

報告第 29 号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（自動車事故に関すること）

受　理

議案第 68 号
安曇野市税外収入金に対する手数料及び延滞金徴収条
例等の一部を改正する条例

原案可決

議案第 69 号 安曇野市新規就農者住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 70 号 安曇野市厚生住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 71 号 安曇野市明科飲料水供給施設給水条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 72 号 安曇野市有明会館条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第 73 号 安曇野市霊園条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 74 号 安曇野市穂高地域福祉センター条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 75 号 安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 76 号 安曇野市道路占用料条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 77 号
安曇野市営住宅条例及び安曇野市特定公共賃貸住宅条
例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 78 号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 79 号 安曇野市人権教育集会所条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 80 号
安曇野市公共下水道事業受益者負担に関する条例及び安曇野
市下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 81 号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 82 号 安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 83 号 平成 25 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 84 号
平成 25 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業
特別会計補正予算（第１号）

原案可決

議案第 85 号 平成25年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 86 号 平成25年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 87 号 平成25年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 88 号 平成 25 年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 89 号 平成25年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 90 号 平成25年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 91 号 平成25年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 92 号 平成25年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 93 号 平成25年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 94 号 平成25年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 95 号 平成25年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 96 号 平成 25 年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 97 号 平成 24 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議案第 98 号
平成 24 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定

議案第 99 号
平成 24 年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

認　定

議案第100号
平成 24 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

認　定

議案第101号 平成 24 年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議案第102号
平成 24 年度安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

認　定

議案第103号
平成 24 年度安曇野市農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

認　定

議案第104号
平成 24 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

認　定

議案第105号
平成 24 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

認　定

議案第106号
平成 24 年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

認　定

議案第 107 号
平成 24 年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

認　定

議案第108号
平成 24 年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

認　定

議案第109号
平成 24 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

認　定

議案第110号
平成 24 年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算
の認定について

原案可決
及び認定

議案第111号 平成 24年度安曇野市営宿舎事業会計決算の認定について
原案可決
及び認定

議案第112号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市有明会館） 原案可決

議案第113号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市西穂高会館） 原案可決

議案第114号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高
農村景観活用交流施設）

原案可決

議案第115号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市ひめこぶしの家） 原案可決

議案第116号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科
南部地区産地形成促進施設）

原案可決

議案第117号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高農業活性化施設） 原案可決

議案第118号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷
産地形成促進施設）

原案可決

議案第119号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷
小倉多目的研修集会施設）

原案可決

議案第120号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金
物産センター・安曇野市堀金農産物処理加工施設）

原案可決

議案第121号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科農産加工施設） 原案可決

議案第122号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷
農村環境改善センター）

原案可決

議案第123号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高
勤労者福祉センター）

原案可決

議案第124号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市湯多里山の神） 原案可決

議案第125号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市天蚕センター） 原案可決

議案第126号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科近代美術館） 原案可決

議案第127号 公の施設の指定管理者の指定について（田淵行男記念館） 原案可決

議案第128号 公の施設の指定管理者の指定について（飯沼飛行士記念館） 原案可決

議案第 129 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高陶芸会館） 原案可決

議案第 130 号 防災広場整備事業用地造成外工事請負契約について 原案可決

議案第 131 号 土地の取得について（アルプス保育園改築事業） 原案可決

議案第 132 号 土地の取得について（温浴施設整備事業） 原案可決

議案第 133 号 市道の認定について 原案可決

議案第 134 号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 135 号 穂高会館耐震補強等改修工事建築主体工事請負契約について 原案可決

議案第 136 号 穂高会館耐震補強等改修工事電気設備工事請負契約について 原案可決

議案第 137 号 穂高会館耐震補強等改修工事機械設備工事請負契約について 原案可決

【請願】

番　号 件　　　　　　名 結　果

請願第  6 号 増田建設産業の防音壁問題の早期解決について 採　択

請願第  8 号
安曇野市穂高総合支所・三郷総合支所の建設事業計画
の再検討を求める請願書

不採択

請願第  9 号 明科の水道漏水対策を早急に求める請願書 採　択

請願第 10 号 三郷地区に安心して飲める水道水の確保を求める請願書 採　択

【陳情】

番　号 件　　　　　　名 結　果

陳情第  1 号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択の陳情 採　択

陳情第  2 号
有明運動場並びに穂高立足マレットゴルフ場への水洗
便所設置について

採　択

陳情第  3 号 松本支部における労働審判の開設について 採　択

陳情第  4 号 私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書 採　択

【議員提出議案】

番　号 件　　　　　　名 結　果

議員提出第10号 安曇野市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

議員提出第11号 安曇野市福祉基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議員提出第12号 「山の日」の制定を求める意見書 原案可決

議員提出第13号 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決

議員提出第14号 長野地方裁判所支部における労働審判の開設を求める意見書 原案可決

議員提出第15号 私立高校への公費助成に関する意見書 原案可決
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問　

黒
沢
川
周
辺
は
、
安
曇

野
市
南
部
地
域
と
し
て
一
大

観
光
拠
点
と
考
え
る
。
観
光

客
の
誘
客
に
関
し
て
可
能

性
を
秘
め
た
土
地
柄
だ
が
、

せ
っ
か
く
の
景
観
も
畜
産
臭

気
に
よ
り
台
無
し
と
な
る
。

こ
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き
、

特
に
お
盆
前
後
に
私
の
も
と

へ
も
匂
い
の
苦
情
が
相
次
い

だ
。
臭
気
対
策
は
前
進
し
て

い
る
の
か
。
で
な
け
れ
ば
思

い
切
っ
た
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
伺
う
。

市
長　

三
郷
地
域
の
悪
臭
対

策
に
つ
い
て
は
就
任
以
来
、

市
が
抱
え
る
重
点
課
題
の
一

つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
悪
臭
は
市
民
の
生
活
環

境
に
支
障
を
与
え
る
点
で
は

大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
畜
産
農
家
に
設
置
さ
れ

て
い
る
浄
化
槽
の
適
正
な
運

用
、
そ
れ
か
ら
糞
尿
を
素
早

く
処
理
し
て
い
た
だ
く
、
長

い
あ
い
だ
停
滞
さ
せ
な
い
シ

ス
テ
ム
の
移
行
な
ど
、
専
門

家
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
対

策
を
講
じ
て
き
た
。
乳
酸
菌

液
を
使
っ
た
悪
臭
低
減
作
業

も
ほ
ぼ
毎
日
行
っ
て
き
て
い

る
。
今
後
も
、
こ
の
モ
デ
ル

事
業
は
継
続
し
、
畜
産
振
興

と
市
民
と
の
共
生
を
ど
の
よ

う
に
目
指
し
て
い
く
か
と
い

う
課
題
に
も
取
り
組
む
中
、

畜
産
農
家
へ
は
自
助
努
力
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
市
も
支

援
を
し
環
境
を
整
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

農
林
部
長　

乳
酸
菌
の
悪
臭

対
策
効
果
に
つ
い
て
は
、
松

本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
た
室
内
試
験
で

は
、
悪
臭
物
質
の
一
つ
で
あ

る
ア
ン
モ
ニ
ア
に
対
し
て

は
、
一
定
の
低
減
効
果
が
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た

だ
し
効
果
的
な
散
布
場
所
の

特
定
や
、
良
質
な
乳
酸
菌
の

製
造
方
法
等
の
課
題
も
あ

り
、
今
後
は
信
州
大
学
農
学

部
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

検
証
等
を
進
め
て
い
く
。

問　

三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を

上
り
大
滝
山
、
蝶
ヶ
岳
へ
の

登
山
道
は
絶
景
で
あ
り
、
そ

の
麓
の
ア
グ
リ
パ
ー
ク
等
を

含
め
た
観
光
を
総
体
的
に
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
長　

林
道
や
登
山
道
の
整

備
な
ど
エ
リ
ア
を
西
半
分
中

心
に
今
後
考
え
た
い
。
既
存

の
地
域
資
源
と
組
み
合
わ

せ
、
民
間
商
業
施
設
と
の
連

携
、
特
に
幹
線
道
路
整
備
な

ど
に
よ
り
、
一
層
滞
在
時
間

が
増
加
す
る
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
な
げ
た
い
。
さ
ら
に
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
上
部
に
展
望
台

の
設
置
等
検
討
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
進
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇 

黒
沢
川
の
桜
並
木
に
つ
い

て
〇 

い
じ
め
対
策
や
児
童
虐
待

と
教
育
現
場
に
つ
い
て

黒
沢
川
周
辺
の
環
境
整
備
・

　

観
光
戦
略
と
臭
気
対
策
に
つ
い
て

公
明
党　

小　

松　

芳　

樹松を伐採し眺望が開けた室山山頂

霜被害リンゴ園視察

問　

８
８
９
億
円
の
借
金
は

市
民
一
人
当
た
り
88
万
９
千

円
の
借
金
で
あ
り
、
毎
年

10
億
円
返
し
て
も
88
年
９
ヵ

月
も
か
か
る
。
ま
た
、
借
金

時
計
で
は
一
月
74
億
円
、
一

日
２
億
４
０
０
０
万
円
、
一

時
間
１
０
０
０
万
円
に
な

る
。
国
保
会
計
で
は
年
収

２
０
０
万
円
以
下
の
人
が

89
・
６
％
に
増
え
、
正
規

と
非
正
規
雇
用
の
賃
金
差

も
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
最

大
の
問
題
は
借
金
で
、
こ
れ

で
は
「
箱
の
も
の
」
行
政

「
箱
だ
け
の
人
」
で
は
な
い

か
。
そ
こ
で
、
①
基
金
残
高

10
億
円
を
使
い
、
国
民
健
康

保
健
税
を
一
家
で
１
万
円
値

下
げ
を
す
る
の
は
ど
う
か
。

１
億
４
０
０
０
万
円
で
す

む
。
②
医
療
費
を
高
校
生
ま

で
無
料
化
で
き
な
い
か
。
以

上
の
具
体
的
提
案
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

財
政
計
画
を
見
直

し
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政

運
営
を
行
う
。
施
設
整
備
は

市
民
が
望
む
も
の
で
あ
り
、

庁
舎
建
設
、
保
育
園
建
設
は

市
民
の
財
産
で
あ
る
。
財
政

は
極
め
て
健
全
で
安
心
の
市

政
で
あ
る
。
高
校
生
ま
で
の

医
療
の
無
料
化
は
考
え
て
い

な
い
。

市
民
環
境
部
長　

全
国
的
な

問
題
で
あ
り
、
国
保
制
度
自

体
の
問
題
で
あ
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
流
行
に
備
え

て
基
金
の
確
保
は
必
要
で
あ

り
、
今
年
度
、
来
年
度
は
今

の
税
率
を
維
持
す
る
。

明
科
の
水
道
漏
水

　
％
を
ど

う
す
る
の
か

問　

三
郷
の
濁
り
水
や
、
マ

ン
ガ
ン
等
の
水
道
水
問
題
は

人
災
で
は
な
い
か
。
水
源
転

換
で
の
供
用
開
始
は
い
つ

か
。
ま
た
、
明
科
の
水
道
漏

水
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

人
災
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
今
、
原
因

究
明
の
た
め
に
水

道
管
カ
メ
ラ
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
三

郷
水
道
は
今
年
６
月

に
送
水
管
工
事
を
発

注
し
、
来
年
夏
ご
ろ

に
は
温
・
明
盛
地
区

で
地
下
水
利
用
に
な

る
。
27
年
度
の
早
い 50

時
期
に
活
用
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
る
。
明
科
の
配
水
量

の
半
分
近
く
が
漏
水
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

放
置
は
で
き
な
い
の
で
、
長

期
的
な
視
点
で
漏
水
対
策
、

布
設
替
え
工
事
を
総
体
的
に

検
討
す
る
。

霜
災
害
か
ら
農
家
を
守
れ

問　

凍
霜
・
ひ
ょ
う
被
害
で

果
樹
共
済
加
入
者
支
援
と
非

加
入
者
へ
、
予
想
さ
れ
る
約

10
億
円
の
被
害
に
、
せ
め
て

１
億
円
ぐ
ら
い
の
支
援
が
出

来
な
い
か
。

市
長　

果
樹
共
済
加
入
促
進

を
図
り
、
現
在
20
％
補
助
し

て
い
る
農
家
の
掛
け
金
の
補

助
率
増
額
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
県
や
国
へ
支
援
を
要

請
し
て
い
る
。

43
億
円
の
借
金
を
収
入
に
入
れ
た

　
　
　

  

決
算
は
６
億
円
の
黒
字
か
？
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一 般 質 問
問　

今
後
、
市
民
と
行
政
の

協
働
と
い
う
考
え
方
の
中

で
、
自
治
区
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。
市
長
も
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
思
う
が
、

そ
れ
に
は
各
区
が
市
か
ら
公

平
に
扱
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
交
付
金
の
交
付

基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
加
入
世
帯
の
定
義

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

企
画
財
政
部
長　

安
曇
野
市

区
等
交
付
金
交
付
規
則
に
は

こ
の
ケ
ー
ス
が
加
入
世
帯
で

あ
る
と
明
文
化
し
て
い
な

い
。
市
の
ル
ー
ル
と
し
て
は
、

区
費
を
納
め
て
い
る
世
帯
だ

け
で
な
く
、
区
費
減
免
世
帯

な
ど
で
も
文
書
が
配
布
さ
れ

て
い
る
方
、
区
の
行
事
に
参

加
さ
れ
る
方
、
あ
る
い
は
高

齢
世
帯
で
行
事
と
か
参
加
さ

れ
な
い
方
も
あ
る
が
、
そ
う

い
う
方
々
を
加
入
世
帯
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
区
の

交
付
金
の
申
請
時
に
予
算
書

等
を
確
認
し
つ
つ
、
区
の
実

情
を
見
な
が
ら
区
の
所
属
世

帯
と
し
て
認
め
て
い
る
。
区

の
加
入
世
帯
の
カ
ウ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
区
長
会

で
し
っ
か
り
説
明
し
て
い

る
。
区
長
会
だ
よ
り
で
加
入

世
帯
の
考
え
方
を
記
載
し
、

83
区
の
区
長
に
理
解
を
い
た

だ
く
よ
う
し
て
い
る
。

問　

交
付
金
交
付
対
象
世
帯

は
区
費
を
払
っ
て
い
る
世
帯

の
み
と
い
う
の
が
一
般
的
理

解
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
老

健
施
設
入
居
者
で
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方
の
扱
い
に
つ

い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
財
政
部
長　

区
の
活
動

の
中
で
、
市
の
文
書
な
ど
を

老
健
施
設
へ
届
け
、
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
や
っ
て

い
る
。
申
請
時
に
行
政
と
区

の
信
頼
関
係
の
中
で
説
明
を

受
け
、
区
の
活
動
の
一
環
と

し
て
加
入
世
帯
と
し
て
認
め

て
い
れ
ば
、
そ
う
扱
っ
て
い

る
。
交
付
金
の
も
と
と
な
る

加
入
世
帯
に
つ
い
て
、
区
長

会
だ
よ
り
等
で
し
っ
か
り
83

区
の
区
長
に
情
報
共
有
し
て

も
ら
う
。

福
祉
基
金
条
例
に
つ
い
て

問　

附
則
３
、
使
途
の
特
定

「
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
合

併
前
の
豊
科
町
、
穂
高
町
、

三
郷
村
、
堀
金
村
及
び
明
科

町
が
積
み
立
て
た
基
金
は
、

そ
れ
ぞ
れ
合
併
前
の
当
該
旧

町
村
の
福
祉
の
増
進
の
み
に

使
う
も
の
と
す
る
」
と
い
う

規
定
は
今
や
不
要
で
あ
る
か

ら
削
除
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
基
金
の
多
い
少
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
施
設

は
優
先
度
を
考
慮
し
、
計
画

的
に
進
め
て
き
た
。
財
源
手

当
上
、
使
途
特
定
の
メ
リ
ッ

ト
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が

ど
う
か
。

市
長　

指
摘
の
と
お
り
で
同

感
で
あ
る
。
基
金
は
旧
町

村
に
よ
っ
て
４
億
円
か
ら

６
０
０
万
円
と
大
変
差
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
毎
に

保
育
園
等
の
ハ
ー
ド
事
業
に

活
用
し
て
き
て
、
お
金
が
な

い
か
ら
と
い
っ
て
放
置
し
て

お
け
な
い
。
条
例
改
正
を
し

て
、
次
年
度
以
降
、
市
全
体

の
福
祉
基
金
の
目
的
に
沿
っ

た
ソ
フ
ト
事
業
に
も
活
用
し

て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○ 

合
併
協
定
項
目
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

区
へ
の
交
付
金
は

　
　

公
平
に
交
付
さ
れ
て
い
る
の
か

平　

丸　

山　

祐　

之

問　

来
年
４
月
に
は
８
％
、

再
来
年
10
月
に
は
10
％
へ
と

消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
。
年

金
暮
ら
し
の
人
、
個
人
商
店

主
は
増
税
さ
れ
た
ら
大
変

だ
。
市
民
の
暮
ら
し
が
深
刻

な
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
消

費
税
増
税
は
中
止
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

法
律
上
、
増
税
は
決

ま
っ
て
い
る
。
首
相
や
国
の

動
向
を
見
守
る
以
外
に
な

い
。
社
会
保
障
制
度
の
財
源

と
し
て
の
概
念
を
、
国
民
に

丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
十
分
な
説
明
や
議
論

が
な
い
ま
ま
だ
と
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

問　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
重
点

政
策
は
社
会
保
障
に
つ
い
て

は
聖
域
と
せ
ず
見
直
す
、
と

し
て
い
る
。
高
齢
者
の
自
己

負
担
の
見
直
し
、
年
金
給
付

額
の
抑
制
、
生
活
保
護
費
の

引
き
下
げ
、
介
護
保
険
制
度

の
改
悪
。
こ
う
し
た
中
身
が

社
会
保
障
の
充
実
と
い
え
る

の
か
伺
う
。

市
長　

年
金
、
医
療
費
、
介

護
、
少
子
化
に
対
処
す
る
た

め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
と

し
て
消
費
税
を
含
む
税
制
の

抜
本
改
革
を
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
国
会
で
し
っ
か
り
議

論
し
、
目
的
が
達
成
さ
れ
る

よ
う
努
力
し
て
も
ら
う
こ
と

だ
と
思
う
。

問　

地
方
公
共
団
体
は
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
。
消
費

税
増
税
は
社
会
保
障
が
最
も

必
要
な
低
所
得
者
ほ
ど
重
く

の
し
か
か
る
税
制
だ
。
こ
れ

を
地
方
自
治
体
の
税
財
源
と

す
る
こ
と
は
、
住
民
の
福
祉

増
進
と
相
反
す
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長　

社
会
保
障
制
度
を
守

る
財
源
と
し
て
、
国
民
に
十

分
な
説
明
が
必
要
だ
。

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ

い
て

問　

平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
、
正
規
職
員
数
７
４
８
人
、

非
常
勤
職
員
数
６
９
３
人
で

６
９
３
人
の
う
ち
３
４
６
人

が
健
康
福
祉
部
、
２
７
３
人

が
教
育
委
員
会
に
所
属
し
て

い
る
。
こ
の
部
署
は
子
ど
も

た
ち
の
命
や
成
長
、
発
達
、

学
び
に
深
く
関
わ
る
専
門
部

署
だ
。
こ
の
職
員
が
非
常
勤

職
員
で
良
い
の
か
市
長
に
伺

う
。

市
長　

保
育
士
の
業
務
は
大

切
な
園
児
を
預
か
り
、
成
長

を
支
援
す
る
責
任
の
重
い
仕

事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
平
成
20
年
度
に
全
般
的

に
待
遇
を
見
直
し
、
有
資
格

者
は
大
幅
な
改
訂
を
図
っ

た
。
今
後
も
配
置
と
待
遇
に

つ
い
て
見
直
し
て
い
く
。

問　

保
育
士
、
子
ど
も
発
達

支
援
相
談
室
の
専
門
職
な

ど
、
今
ま
で
の
経
験
や
実
績

を
評
価
し
、
正
規
職
員
と
し

て
採
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務
部
長　

保
育
士
の
採
用

は
新
卒
枠
と
経
験
枠
を
設
け

て
い
る
。
平
成
24
年
度
は
39

歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
経
験

枠
と
し
て
３
人
の
保
育
士
を

正
規
採
用
し
た
。

消
費
税
増
税
問
題
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　
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問　

婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り

親
（
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
フ
ァ

ザ
ー
）
に
は
所
得
税
法
の
寡

婦
（
夫
）
控
除
が
適
用
さ
れ

な
い
た
め
、
地
方
税
、
国
保

税
、
市
営
住
宅
使
用
料
、
保

育
料
等
の
算
定
に
当
た
り
不

利
益
を
受
け
て
い
る
。
日
弁

連
は
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り

親
が
控
除
の
対
象
外
と
さ
れ

て
い
る
の
は
人
権
侵
害
だ
と

し
て
、
国
や
自
治
体
に
救
済

措
置
を
求
め
て
い
る
が
、
こ

れ
に
応
じ
て
み
な
し
寡
婦

（
夫
）
控
除
を
導
入
す
る
自

治
体
が
ふ
え
て
い
る
。
自
治

体
の
裁
量
で
決
め
ら
れ
る
保

育
料
に
つ
い
て
、
み
な
し
寡

婦
（
夫
）
控
除
を
採
用
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

所
得
税
非
課
税
世
帯

に
あ
っ
て
は
、
ひ
と
り
親
世

帯
へ
の
軽
減
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
こ
の
拡
大
に
つ
い
て

は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
そ
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
く
。

問　

安
曇
野
市
が
子
育
て
支

援
に
力
を
入
れ
、
ど
ん
な
境

遇
の
子
で
あ
っ
て
も
等
し
く

支
援
す
る
ま
ち
で
あ
る
と
す

る
な
ら
、
保
育
料
に
つ
い
て

み
な
し
寡
婦
（
夫
）
控
除
を

適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ

に
必
要
な
安
曇
野
市
の
財
政

負
担
も
さ
ほ
ど
で
は
な
い
。

市
長　

今
後
審
議
会
に
諮

り
、
十
分
検
討
を
重
ね
理
解

を
得
た
な
か
で
条
例
改
正
を

経
て
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

産
廃
施
設
の
防
音
壁

問　

北
小
倉
の
廃
棄
物
処
理

施
設
の
防
音
壁
に
つ
い
て
、

市
は
独
自
に
調
査
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
現
地
調
査
を
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
基
準
未

満
の
部
分
が
17
ヵ
所
あ
り
、

震
度
５
に
耐
え
ら
れ
な
い
構

造
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。
し

か
し
、
報
告
書
に
は
幾
つ
か

疑
問
点
が
あ
り
、
危
険
性
を

軽
く
評
価
し
て
い
る
と
の
疑

念
が
拭
え
な
い
。
市
は
増
田

建
設
産
業
に
対
し
て
補
強
改

善
の
要
望
書
を
、
県
に
は
許

認
可
権
者
と
し
て
の
適
正
な

処
置
を
求
め
る
要
請
書
を
提

出
し
た
と
い
う
が
、
現
実
の

危
険
な
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、

補
強
で
は
不
十
分
で
は
な
い

か
。

市
民
環
境
部
長　

市
は
絶
大

な
る
信
頼
を
置
く
業
者
に
調

査
を
さ
せ
た
の
で
、
調
査
結

果
も
信
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

増
田
側
は
市
の
要
望
書
に
つ

い
て
、
真
摯
に
受
け
と
め
て

対
応
し
た
い
と
回
答
し
て
お

り
、
市
は
そ
の
言
葉
を
信
用

す
る
。

市
の
コ
ピ
ー
機
使
用
料

問　

市
の
コ
ピ
ー
機
の
使
用

料
金
は
近
隣
市
に
比
べ
て
２

倍
く
ら
い
高
い
。
コ
ピ
ー
機

の
リ
ー
ス
契
約
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

本
庁
舎
建

設
に
あ
わ
せ
台
数
を
縮
減
し

大
型
コ
ピ
ー
に
切
換
え
る
予

定
で
あ
る
。今
年
８
月
の
契
約

で
は
単
価
１
枚
１
円
で
あ
る
。

保
育
料
に
み
な
し
寡
婦
控
除
を

無
所
属
連
合　

小　

林　

純　

子廃棄物処理施設・防音壁に関する調査報告書

問　

水
道
水
に
マ
ン
ガ
ン
に

よ
る
濁
り
が
出
て
い
る
が
、

考
え
を
伺
う
。

市
長　

原
因
究
明
の
た
め
カ

メ
ラ
に
よ
る
管
内
調
査
を
、

マ
ン
ガ
ン
が
沈
澱
し
や
す
い

小
倉
地
区
か
ら
始
め
た
。

　

カ
メ
ラ
調
査
の
委
託
料

と

配

水

管

修

繕

費

で

計

１
１
１
４
万
円
で
あ
る
。

問　

①
本
管
内
部
の
調
査
②

管
内
の
洗
浄
作
業
に
つ
い
て

対
策
を
聞
き
た
い
。

上
下
水
道
部
長　

①
小
倉
地

区
４
ヵ
所
の
調
査
で
マ
ン
ガ

ン
の
層
が
厚
さ
0.5
ミ
リ
か
ら

１
ミ
リ
で
確
認
さ
れ
、
は
が

れ
や
す
い
状
況
で
あ
る
。
洗

管
を
実
施
す
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
②
球
状
の
特
殊

樹
脂
製
の
ピ
グ
と
い
う
ボ
ー

ル
を
管
内
に
入
れ
通
過
さ
せ

る
こ
と
に
よ
る
物
理
的
摩
擦

に
よ
る
洗
浄
を
検
討
し
て
い

る
。

問　

対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

①
広
報
の
方
法
。
②
安
全
性
。

③
説
明
会
の
開
催
。
④
料
金

の
減
免
。
⑤
給
水
袋
。
⑥
架

装
給
水
車
（
現
在
１
台
の

み
）
。

上
下
水
道
部
長　

①
新
聞
折

り
込
み
と
同
時
期
に
回
覧
も

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
広
報
車

２
台
で
実
施
し
た
が
不
足
で

あ
っ
た
。
②
濁
り
の
状
況
に

差
が
あ
り
広
報
の
難
し
さ
を

痛
感
し
た
。
今
後
慎
重
に
判

断
す
る
こ
と
と
職
員
の
電
話

対
応
の
体
制
を
整
え
た
い
。

③
原
因
等
の
状
況
を
広
報
す

る
。
管
の
洗
浄
の
際
は
地
域

で
の
説
明
会
も
必
要
と
な

る
。
④
全
戸
一
律
の
減
免
に

つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

⑤
10
ℓ
袋
は
重
く
使
い
に
く

い
の
で
23
年
度
に
６
ℓ
袋
を

２
千
枚
用
意
し
た
が
今
回
使

い
き
っ
た
。
２
ℓ
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
も
用
意
し
た
が
使
い

や
す
く
安
価
で
あ
っ
た
。
⑥

自
然
災
害
等
に
備
え
て
是
非

増
や
し
た
い
。

問　

水
源
転
換
事
業
は
。

上
下
水
道
部
長　

工
程
を
変

更
し
温
・
明
盛
地
区
は
来
年

８
月
頃
、
小
倉
と
上
長
尾
、

野
沢
の
一
部
は
27
年
度
末
の

予
定
で
あ
る
。

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問　

三
郷
一
級
５
号
線
は
、

松
本
広
域
森
林
組
合
の
所
か

ら
歩
道
整
備
の
進
展
が
な
い

が
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

今
年
度
用

地
買
収
を
し
黒
沢
川
ま
で
、

28
年
度
を
目
途
に
完
成
さ

せ
、
そ
の
先
は
現
事
業
完
了

後
に
新
た
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

小
倉
梓
橋
停
車
場
線
の

道
路
側
溝
に
つ
い
て
は
。

都
市
建
設
部
長　

予
算
に
限

り
が
あ
る
と
聞
く
が
施
工
箇

所
を
増
や
す
よ
う
安
曇
野
建

設
事
務
所
に
要
望
し
た
。

問　

三
郷
４
７
９
号
線
千
国

橋
の
架
替
え
と
そ
の
前
後
の

道
路
改
良
に
つ
い
て
は
。

都
市
建
設
部
長　

千
国
橋
は

延
命
措
置
を
し
、
Ｓ
字
カ
ー

ブ
を
ゆ
る
く
修
正
し
見
通
し

を
よ
く
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進

三
郷
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

信
進
ク
ラ
ブ　

平　

林　

德　

子
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一 般 質 問

問　

な
ぜ
当
市
は
指
定
管
理

者
制
度
―
―
公

お
お
や
け

の
仕
事
を
公

の
人
が
や
ら
な
い
で
第
三
者

が
や
る
こ
と
―
―
を
多
用
す

る
の
か
。

市
長　

民
間
の
創
意
工
夫
、

経
験
を
導
入
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
、
利
用
者

の
満
足
度
を
高
め
、
多
用
と

は
捉
え
て
い
な
い
。

問　

市
立
南
穂
高
児
童
館
―

―
指
定
管
理
先
は
市
社
会
福

祉
協
議
会
―
―
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
評
価
結
果
（
平
成
23
年

度
）
で
は
、
評
価
点
Ｃ
や
Ｂ

と
低
い
「
個
人
情
報
の
保
護
」

「
事
故
防
止
の
体
制
構
築
」

「
市
民
の
雇
用
」
等
が
あ
る
。

な
ぜ
毎
年
度
、
総
括
し
な
い

の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
は
２
年
に
一
度
、
満
足

度
調
査
は
毎
年
実
施
し
て
い

る
。
事
業
内
容
の
統
一
、
運

営
方
法
の
確
認
等
を
実
施

し
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
整
っ

て
い
る
。

問　

現
場
で
も
の
ご
と
の
解

決
が
す
ぐ
当
た
れ
な
い
。
評

価
結
果
が
示
唆
し
て
い
る
が
。

総
務
部
長　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
基
づ
き
、
行
政
組
織

の
ス
リ
ム
化
、
経
費
削
減
、

事
務
処
理
・
業
務
の
効
率
化
、

サ
ー
ビ
ス
・
自
治
意
識
の
向

上
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

「
知
恵
を
出
し
、
自
ら

行
動
す
る
姿
勢
が
な
い
の
で

ム
ダ
が
多
過
ぎ
。
他
者
、
他

所
に
任
せ
過
ぎ
」
「
真
剣
に

討
議
し
、
市
民
の
福
祉
向
上

を
強
力
に
進
め
て
ほ
し
い
」

と
的
を
射
た
声
が
あ
る
。
憲

法
・
地
方
自
治
法
の
条
文
・

精
神
は
、
「
健
全
な
発
達
の

保
障
」
「
住
民
の
福
祉
増
進
」

「
自
主
性
自
立
性
を
十
分
発

揮
」
を
能
率
的
、
民
主
的
に

す
す
め
る
と
あ
る
。
市
民
か

ら
み
て
指
定
管
理
者
制
度
は

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

地
方
自
治
法

２
４
４
条
２
項
で
指
定
管
理

者
制
度
の
規
定
が
あ
る
。
担

当
部
局
か
ら
公
募
・
非
公
募

を
あ
げ
、
指
定
管
理
者
審
査

委
員
会
の
審
査
を
経
て
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
に
、
地
元
の
雇

用
は
大
事
で
あ
り
、
チ
ェ
ッ

ク
は
さ
れ
て
い
る
。

問　

市
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
い
う
が
、
知
識
・
体
得
・

志
こ
こ
ろ
ざ
し

が
習
慣
の
要
素
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
民
間
の
活
力
と

い
う
な
ら
近
江
商
人
の
極
意

―
―
売
り
手
よ
し
・
買
い
手

よ
し
・
世
の
中
よ
し
―
―
を

行
政
で
実
践
し
た
ら
ど
う

か
。

市
長　

民
間
だ
ろ
う
と
組
織

を
運
営
す
る
の
は
人
だ
。
す

ば
ら
し
い
人
を
得
れ
ば
組
織

も
円
滑
に
市
民
に
信
頼
を
得

て
、
運
営
で
き
る
。
市
民
、

行
政
、
指
定
管
理
者
の
各
々

が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

関
係
を
実
現
す
る
た
め
、
制

度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
は
市
職
員
・
市
民

　
　
　
　

の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

下　

里　

喜
代
一保育士さんは子どもたちにとってかけがえのない存在

（明科北保育園運動会）

問　

安
曇
野
市
農
業
地
面
積

約
７
０
０
０
ha
を
ど
う
守
り

振
興
す
る
か
。

①
中
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地

は
「
山
林
」
に
戻
す
か
。
②

土
地
利
用
計
画
の
用
途
区
域

内
の
農
地
、
豊
科
地
域
62
・

４
ha
、
穂
高
地
域
86
・
５
ha

は
計
画
的
に
開
発
す
る
か
。

市
長　

①
中
山
間
地
の
耕
作

放
棄
地
は
、
農
地
利
用
に
最

大
限
努
め
つ
つ
、
所
有
者
の

同
意
に
基
づ
き
森
林
へ
編
入

を
進
め
た
い
。
②
都
市
計
画

法
上
で
指
定
さ
れ
た
用
途
地

域
の
中
の
農
地
は
計
画
的
に

開
発
を
進
め
る
こ
と
を
基
本

と
す
る
。

問　

農
業
農
村
振
興
計
画
推

進
委
員
会
の
推
進
体
制
は
。

農
林
部
長　

安
曇
野
市
農

業
・
農
村
振
興
計
画
を
実
効

性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、

取
組
状
況
を
点
検
、
評
価
す

る
組
織
と
し
て
、条
例
に
基
づ

き
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
方
式
で
行
う
。

問　

畦
畔
の
草
刈
が
、
規
模

拡
大
・
効
率
化
へ
の
最
大
の

ネ
ッ
ク
で
あ
る
、
対
策
は
。

農
林
部
長　

畦
畔
管
理
は
１

ha
当
た
り
30
時
間
で
水
稲
作

業
の
約
３
分
の
１
で
あ
り
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
今
後

市
農
業
再
生
協
議
会
で
検
証

モ
デ
ル
的
に
取
り
組
む
。

問　

国
の
農
業
強
化
策
と
し

て
、
農
林
水
産
業
地
域
活
力

創
造
本
部
会
議
で
「
総
理
」
が

指
示
を
し
て
い
る
内
容
は
。

農
林
部
長　

①
生
産
現
場
、

担
い
手
農
地
の
強
化
と
し

て
、
今
後
10
年
間
で
農
地
面

積
の
８
割
が
担
い
手
で
利
用

し
コ
ス
ト
を
４
割
削
減
す

る
。
②
需
要
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
拡
大
と
し
て
農
林
水

産
物
、
食
品
の
輸
出
額
を

４
５
０
０
億
円
か
ら
１
兆
円

に
す
る
。
③
６
次
産
業
化
の

市
場
規
模
を
１
兆
円
か
ら

10
兆
円
に
す
る
。

問　

仮
称
「
農
地
中
間
管
理

機
構
」
が
来
年
か
ら
発
足
さ

れ
る
が
内
容

は
。

農
林
部
長

　

国
の
成
長

戦
略
で
、
農

地
の
借
り
受

け
、
貸
付
の

中
間
的
受
け

皿
と
し
て
検

討
さ
れ
て
い
る
。

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
安
曇
野

市
の
影
響
額
の
試
算
は
。

農
林
部
長　

県

と

同

様

に
、
聖
域
と
さ
れ
る
米
、

麦
、
牛
肉
、
豚
肉
を
除
く
と

２
億
９
千
万
円
の
減
少
と
な

る
。

問　

家
食
の
再
生
と
し
て
、

コ
メ
の
消
費
拡
大
と
し
て

「
お
弁
当
の
日
」
は
。

教
育
次
長　

「
お
弁
当
づ
く

り
」
を
き
っ
か
け
に
、
食
育

活
動
を
さ
ら
に
高
め
た
い
。

問　

松
く
い
虫
被
害
の
少
な

い
西
山
山
麓
の
対
策
を
早
急

に
で
き
な
い
か
。

農
林
部
長　

山
林
所
有
者
、

地
域
と
話
し
合
い
、
守
る
べ

き
松
林
を
空
中
散
布
を
視
野

に
検
討
す
る
。

市
の
農
業
強
化
策
は

信
進
ク
ラ
ブ　

黒　

岩　

宏　

成農業生産の手引書
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問　

更
新
伐
と
い
う
新
し
い

事
業
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
感
謝
を
す
る
。
１
年
た
っ

て
現
状
を
見
、
調
査
を
し
て

み
る
と
色
々
な
不
安
が
出
て

き
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

を
含
め
た
一
連
の
事
業
の
見

通
し
を
問
う
。

市
長　

事
業
期
間
３
年
間
で

可
能
な
限
り
行
い
た
い
。

　

本
年
は
９
月
以
降
発
注
で

40 

ha
を
予
定
し
、
来
年
度
は

集
約
化
で
き
た
面
積
を
取
り

ま
と
め
て
予
算
化
を
予
定
し

て
い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
は
県
と
の
連
携
と
い
う
事

で
予
定
通
り
進
む
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問　

破
砕
チ
ッ
プ
に
す
る
費

用
と
、
そ
れ
を
塩
尻
ま
で
運

ぶ
運
賃
は
ど
う
す
る
の
か
。

農
林
部
長　

買
い
取
り
価
格

１
㎥
当
り
８
千
円
～
１
万

１
千
円
の
売
却
費
で
補
う
。

問　

事
業
費
に
対
し
て
市
の

負
担
が
約
57
％
と
い
う
の
は

大
変
な
こ
と
だ
。
３
年
間
で

ど
の
範
囲
ま
で
出
来
る
の
か
。

農
林
部
長　

明
科
川
西
地
区

の
約
３
０
０
ha
を
想
定
し
、

毎
年
40 

ha
を
め
ど
に
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。
事
業
費
に

対
し
て
は
、
県
に
財
政
支
援

を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

新
た
な
植
栽
、
ま
た

チ
ッ
プ
に
し
て
運
ぶ
な
ど
最

初
の
説
明
と
だ
い
ぶ
違
っ
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
。
行
政

が
途
中
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る

訳
に
い
か
な
い
の
で
、
伐
採
、

搬
出
、
新
た
な
植
栽
ま
で
一

連
の
事
業
を
し
っ
か
り
と
し

た
計
画
を
立
て
て
や
っ
て
い

た
だ
き
、
支
援
を
国
に
も
要

請
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

市
長　

議
会
の
皆
さ
ん
と
も

ど
も
県
、
国
へ
の
要
望
活
動

を
強
め
て
い
き
た
い
。

明
科
水
道
漏
水
対
策
に
つ
い
て

問　

50
％
近
い
漏
水
と
い
う

こ
と
だ
。
将
来
的
に
は
布
設

替
え
が
必
要
に
な
る
。
ど
こ

か
ら
施
工
す
る
の
か
検
討
が

始
ま
っ
て
い
る
か
伺
う
。

上
下
水
道
部
長　

ま
だ
具
体

的
な
布
設
替
え
計
画
は
な
い

が
、
基
本
的
に
は
管
の
細
い

所
か
ら
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

事
業
費
約
50
億
を
明
科

単
独
で
の
施
工
に
な
れ
ば
、

明
科
地
域
水
道
料
金
の
大
幅

値
上
が
り
が
考
え
ら
れ
る
。

全
市
的
な
視
野
で
考
え
、
合

併
特
例
債
を
適
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
ど
う
い
っ
た

条
件
が
整
っ
た
時
に
適
用
で

き
る
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

特
例
債
を

活
用
す
る
に
は
出
来
る
だ
け

早
く
事
業
認
可
を
統
一
し
て

安
曇
野
市
の
水
道
事
業
を
一

本
化
す
る
こ
と
が
大
前
提
で

あ
る
。
将
来
的
に
は
豊
科
か

ら
明
科
に
か
け
て
一
帯
の
配

水
系
統
を
統
合
し
、
一
本
化

す
る
こ
と
が
効
率
的
。
そ
れ

が
可
能
か
検
討
し
て
い
る
。

企
画
財
政
部
長　

具
体
的
な

事
業
計
画
を
見
な
が
ら
旧
合

併
特
例
債
の
対
象
に
な
る
か

見
極
め
て
い
く
。

松
く
い
虫
被
害
木
処
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　

更
新
伐
の
検
証
を

信
進
ク
ラ
ブ　

宮　

下　

明　

博

問　

以
前
質
問
し
、
継
続
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
進
捗

状
況
を
含
め
確
認
を
主
に
質

問
し
、
今
後
の
安
曇
野
市
政

の
方
向
と
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
は
、
穂
高
総
合
支
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
庁
内
で

検
討
中
で
あ
る
と
３
月
議
会

に
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

の
穂
高
総
合
支
所
の
最
終
的

な
方
向
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

穂
高
総
合
支
所
の
場

所
お
よ
び
規
模
等
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
、
審
議
会
等
の

提
言
、
報
告
を
踏
ま
え
て
、

現
在
慎
重
に
検
討
中
で
あ
る
。

問　

現
地
建
て
替
え
か
。

総
務
部
長　

現
在
は
、
具
体

的
に
は
決
定
は
し
て
い
な
い
。

問　

穂
高
会
館
内
に
支
所
は

入
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
南
隣
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
土
地
を
検
討
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

選
択
肢
の
一

つ
。
現
在
検
討
は
し
て
い
な

い
。

問　

梓
橋
運
動
広
場
が
侵
食

さ
れ
て
２
年
が
た
つ
。
今
後

の
扱
い
を
伺
う
。

市
長　

河
川
内
の
施
設
で
あ

る
。
想
定
外
の
災
害
も
考
慮

し
、
現
在
の
運
動
広
場
下
流

へ
の
造
成
を
含
め
て
関
係
機

関
と
協
議
、
調
整
し
整
備
の

方
法
、
仕
様
等
を
総
合
的
に

今
後
検
討
す
る
。

問　

２
年
間
で
３
人
次
長
が

交
代
し
た
。
前
任
の
次
長
が

予
算
計
上
し
た
が
査
定
で
落

ち
た
と
聞
く
が
ど
う
な
の
か
。

教
育
次
長　

そ
の
よ
う
な
形

で
検
討
し
た
と
聞
く
。

問　

平
成
20
年
12
月
の
定
例

会
で
最
終
処
分
場
と
、
悪
臭

の
問
題
を
同
時
に
質
問
し

た
。
処
分
場
の
地
元
と
の
協

定
は
26
年
９
月
ま
で
だ
が
、

残
り
の
許
容
量
と
対
応
は
。

市
民
環
境
部
長　

32
年
度
ぐ

ら
い
ま
で
埋
め
立
て
可
能
。

問　

悪
臭
解
決
の
約
束
の
中

で
、
延
長
が
可
能
か
。

農
林
部
長　

基
本
的
に
は
改

善
策
を
講
ず
る
こ
と
。
補
完

的
な
対
応
は
、
乳
酸
液
の
散

布
、
散
水
の
取
り
組
み
を
進

め
な
が
ら
地
元
の
ご
理
解
を

得
て
い
る
と
い
う
、
現
在
の

状
況
で
あ
る
。

問　

今
後
の
見
通
し
を
伺

う
。

市
長　

悪
臭
対
策
の
難
題
が

あ
る
が
、
と
に
か
く
誠
心
誠

意
を
尽
く
し
て
、
延
命
策
を

講
ず
る
努
力
を
す
る
。

問　

保
育
園
の
新
築
工
事
に

係
る
入
札
に
つ
い
て
、
不
落
、

１
番
の
業
者
の
辞
退
と
な
っ

た
原
因
と
対
策
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

不
落
の
原

因
は
人
件
費
の
高
騰
な
ど
新

単
価
に
よ
る
業
者
見
積
と
の

差
異
に
よ
る
。

企
画
財
政
部
長　

１
番
の
業

者
の
辞
退
の
原
因
は
資
格
の

あ
る
技
術
者
を
配
置
で
き
な

い
と
い
う
理
由
。
業
者
に
は

今
後
２
度
目
が
あ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
入
札
参
加
停
止
の

処
分
を
す
る
警
告
を
出
し

た
。

長
期
化
し
て
い
る
課
題
と

　
　
　

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

平　

松　

尾　
　
　

宏穂高総合支所の行方は？
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問　

松
糸
道
路
は
期
待
度
の

高
い
道
路
で
あ
る
。
公
共
事

業
削
減
が
続
い
て
い
た
が
国

で
は
強
靭
な
国
土
づ
く
り
を

掲
げ
今
秋
の
補
正
予
算
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か

松
糸
道
路
が
未
だ
受
け
皿
が

整
っ
て
い
な
い
も
ど
か
し
さ

が
感
じ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け

安
曇
野
市
の
取
り
組
み
が
消

極
的
で
あ
る
。
取
り
組
み
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　

松
糸
道
路
は
市
の
発

展
・
振
興
に
必
要
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
本
年
３
月
よ

う
や
く
基
本
的
な
考
え
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
が
、
従
来
現

道
を
活
用
す
る
と
し
て
い
た

の
が
、
規
格
の
高
い
道
路
と

明
記
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、

事
業
主
体
は
県
に
あ
る
の
で

よ
り
丁
寧
な
説
明
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
県
と
十

分
調
整
を
図
り
進
め
た
い
。

問　

松
本
市
波
田
起
点
が
消

え
安
曇
野
北
イ
ン
タ
ー
が
起

点
と
な
っ
た
。
安
曇
野
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
安
曇
野
糸
魚

川
道
路
と
改
名
し
た
り
、
Ｊ

Ｒ
豊
科
駅
も
安
曇
野
駅
と
改

名
し
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
部
長　

Ｊ
Ｒ
駅
名

の
改
名
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

問　

建
設
事
務
所
存
続
に
む

け
松
糸
道
路
始
め
県
事
業
量

の
ア
ッ
プ
を
考
え
ら
れ
た
い
。

市
長　

地
域
に
と
っ
て
重
要

な
事
務
所
で
、
市
内
に
お
け

る
県
事
業
促
進
の
た
め
事
務

所
存
続
は
大
切
で
あ
る
。
各

事
業
の
要
望
を
し
て
い
く
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
行
政
執
行
に

つ
い
て

問　

不
納
欠
損
金
（
５
千
万

円
余
）
が
発
生
し
、
関
係
者

を
職
務
怠
慢
と
し
処
分
し

た
。
し
か
し
、
行
政
執
行
遅

延
の
方
が
市
財
政
に
億
単
位

の
損
失
と
行
政
不
信
を
ま
ね

い
て
い
る
。
例
え
ば
近
代
美

術
館
建
設
を
Ｈ
22
年
ま
で
に

執
行
す
れ
ば
２
億
円
余
の

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
の

活
用
が
で
き
た
と
か
、
庁
舎

建
設
が
１
年
早
ま
れ
ば
年
約

２
億
円
の
経
費
節
減
で
き
る

等
々
。
ま
た
南
部
総
合
体
育

館
用
地
は
Ｈ
５
年
に
買
収
さ

れ
た
が
、
事
業
が
進
ま
ず
、

関
係
者
に
行
政
不
信
を
ま
ね

い
て
い
る
。
と
に
か
く
国
の

デ
フ
レ
脱
却
政
策
下
で
は
ス

ピ
ー
デ
ィ
さ
が
必
要
で
は
。

市
長　

で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
運
営
に
心
が
け
た
い
。

教
育
次
長　

総
合
体
育
館
建

設
は
実
施
計
画
の
中
に
27
年

度
か
ら
始
め
る
と
し
て
い
る
。

安
曇
野
の
美
田
を
守
る
米
消

費
拡
大
に
つ
い
て

問　

○
米
食
文
化
の
再
生
に

よ
る
米
消
費
拡
大
を
（
戦
後

自
虐
史
観
が
食
生
活
に
も
出

て
い
る
）
。
国
酒
の
清
酒
で

乾
杯
は
ど
う
か
。
○
学
校
給

食
は
地
産
地
消
の
考
え
で
す

べ
て
米
飯
給
食
に
す
べ
き
で

は
。

市
長　

美
田
を
残
す
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
等
通
じ
販
売
に
つ
と

め
て
い
る
。
足
元
か
ら
拡
大

を
進
め
る
。

教
育
次
長　

米
を
使
用
し
た

給
食
の
拡
大
を
検
討
し
て
い

く
。

教
育
長　

日
本
酒
で
乾
杯
は

大
賛
成
で
あ
る
が
、
義
務
づ

け
は
難
し
い
と
思
う
。

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
建
設
促
進
・

　
　
　

安
曇
野
建
設
事
務
所
存
続
を

常
念
会　

山　

田　

高　

久

問　

本
年
も
安
曇
野
市
と
し

て
、
市
内
中
学
生
20
名
を
広

島
に
派
遣
し
た
。
中
学
生
の

平
和
に
つ
い
て
の
作
文
を
聞

き
、
実
に
意
味
あ
る
派
遣
で

あ
り
、
継
続
を
し
て
い
く
と

市
長
は
述
べ
て
い
る
。
ど
う

し
て
広
島
に
行
く
の
か
、
今

後
も
広
島
が
続
く
の
か
、
市

長
に
伺
う
。

市
長　

市
の
平
和
記
念
行
事

と
し
て
８
月
６
日
、
広
島
平

和
祈
念
式
典
へ
市
内
中
学
生

代
表
20
名
を
派
遣
し
た
。
人

類
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
た
場
所
。
今
日
の
平
和

と
繁
栄
が
戦
争
に
よ
る
尊
い

犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い

る
。
命
の
尊
さ
や
平
和
を
愛

す
る
心
を
考
え
る
場
と
し
て

広
島
が
適
し
て
い
る
と
考
え

る
。
引
き
続
き
広
島
へ
の
派

遣
は
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

「
初
め
て
戦
争
の
悲
惨
、

原
爆
投
下
さ
れ
た
広
島
の

悲
惨
を
知
り
言
葉
を
失
う

ほ
ど
の
衝
撃
を
う
け
ま
し

た
。
」
市
内
中
学
生
の
作
文

の
一
節
。
広
島
だ
け
を
続
け

て
い
た
な
ら
ば
、
次
代
を
担

う
若
者
は
、
戦
争
と
原
爆
の

悲
惨
さ
を
訴
え
続
け
る
同
一

的
な
方
向
に
向
か
う
た
め
、

広
島
以
外
の
地
も
平
和
教
育

の
な
か
で
活
用
し
て
頂
き
た

い
。
安
曇
野
市
で
育
っ
て
、

陸
軍
航
空
特
別
攻
撃
特
攻
作

戦
に
て
戦
死
さ
れ
た
上
原
良

司
。
特
攻
で
亡
く
な
っ
た

１
０
３
６
名
、
長
野
県
30
名
、

安
曇
野
市
３
名
上
原
良
司
様

（
穂
高
）
、
浅
川
様
（
堀
金
）
、

飯
田
様
（
豊
科
）（
浅
川
、
飯

田
様
両
名
に
つ
い
て
は
、
ご

遺
族
の
了
承
を
得
て
い
な
い

の
で
名
字
の
み
）
特
攻
隊
員

が
書
い
た
遺
書
、
手
紙
、
そ
の

奥
に
あ
る
も
の
を
し
っ
か
り

と
、
子
ど
も
た
ち
に
見
て
戴

き
た
い
。
ぜ
ひ
、
安
曇
野
市

も
知
覧
（
鹿
児
島
県
南
九
州

市
）
に
行
く
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

長
崎
、
沖
縄
な
ど
に

は
平
和
記
念
の
た
め
の
公
園

施
設
が
あ
り
、
県
内
に
は
戦

争
遺
跡
と
し
て
、
松
代
大
本

営
地
下
壕
が
あ
る
。
戦
争
を

知
ら
な
い
若
い
世
代
が
歴
史

的
な
事
実
を
実
際
に
見
て
触

れ
る
こ
と
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
し
て
広
島
派

遣
を
続
け
る
。

上
川
手
保
育
園
の
園
庭
に
関

わ
る
問
題
に
つ
い
て

問　

園
の
運
動
会
等
イ
ベ
ン

ト
に
公
園
の
一
部
を
使
用
し

て
い
る
。
公
園
の
一
部
を
園

庭
に
変
更
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

都
市
公
園

の
区
域
を
減
ら
す
こ
と
は
機

能
上
難
し
い
。
保
育
園
と
連

携
し
た
利
活
用
を
図
っ
て
い

く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
は
だ
し
の
ゲ
ン
に
つ
い
て

安
曇
野
市
の
平
和
教
育
に
つ
い
て

常
念
会　

内　

川　

集　

雄園庭内にフェンスがある保育園
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問　

本
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
中
に
県
内

へ
の
観
光
客
の
入
り
込
み
数

は
２
８
０
万
２
千
人
（
昨
年

比
5.6
％
増
）
で
安
曇
野
市
は

19
万
１
千
人
（
昨
年
比
5.9
％

減
）
で
あ
っ
た
。
市
長
は
こ

の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
か
。

市
長　

来
訪
者
の
減
少
に
つ

い
て
は
23
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
テ
レ
ビ

放
映
に
お
け
る
効
果
が
時
間

と
と
も
に
徐
々
に
薄
れ
て
き

た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
前
年
度
比
率

で
は
減
少
し
て
い
る
が
平
成

22
年
度
の
入
り
こ
み
数
と
比

較
す
る
と
多
く
の
来
訪
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。
安
曇
野
を
訪
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
努
力
す
る
。

問　

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
に
豊

科
イ
ン
タ
ー
か
ら
名
称
変
更

し
た
こ
と
に
関
連
し
て
更
に

豊
科
近
代
美
術
館
増
築
工
事

が
竣
工
す
る
こ
の
機
会
を
捉

え
て
安
曇
野
市
立
美
術
館
に

名
称
変
更
す
る
こ
と
は
ど
う

か
。

市
長　

名
称
変
更
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
、
各
方

面
と
時
間
を
か
け
て
十
分
論

議
を
し
、
慎
重
に
取
り
扱
っ

て
い
く
べ
き
課
題
と
思
っ
て

い
る
。

教
育
次
長　

近
代
美
術
館
増

築
工
事
が
竣
工
し
、
基
幹
美

術
館
と
し
て
の
機
能
が
備

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
名

称
変
更
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
て
い
る
。
十
分
時
間
を
か

け
て
関
係
の
皆
様
方
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
十
分
な
周

知
の
期
間
を
設
け
て
変
更
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

問　

観
光
客
の
入
り
込
み
数

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は

安
曇
野
市
内
に
発
信
力
の
あ

る
も
の
を
そ
ろ
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が

外
か
ら
見
て
発
信
力
の
あ
る

も
の
・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
も
の

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

市
長　

発
信
力
の
ひ
と
つ
に

し
ゃ
く
な
げ
荘
周
辺
整
備
に

あ
わ
せ
て
水
と
い
う
地
域
資

源
を
整
備
す
る
こ
と
で
滞
在

型
観
光
に
結
び
つ
け
て
い

く
。
観
光
資
源
の
ツ
ー
ル
と

し
て
文
化
や
文
化
財
に
つ
い

て
は
豊
か
な
自
然
、
魅
力
的

な
文
化
が
数
多
く
あ
る
の
で

観
光
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

商
工
観
光
部
長　

国
内
の
観

光
資
源
で
最
大
級
と
い
わ
れ

る
北
ア
ル
プ
ス
、
田
園
風
景

が
他
の
地
域
と
差
別
化
が
で

き
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら

ど
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
、

商
品
提
案
が
で
き
る
か
が
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
水
辺
空
間
に
北
ア
ル
プ

ス
か
ら
流
れ
出
ず
る
水
資
源

を
整
備
し
な
が
ら
発
信
を
し

て
い
く
。

教
育
次
長　

文
化
財
、
文
化

遺
産
が
付
加
価
値
を
生
み
出

す
源
泉
で
あ
る
と
捉
え
、
観

光
や
商
業
と
連
携
し
て
推
進

し
て
い
く
。
早
春
賦
音
楽
祭

と
か
信
州
安
曇
野
薪
能
等
を

長
年
続
け
て
い
る
。
９
月
８

日
ま
で
第

４
回
田
淵

行
男
賞
の

受
賞
作
品

を
展
示
し

て
い
る
。

豊
科
近
代
美
術
館
の
名
称
変
更
と

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

無
所
属
連
合　

荻　

原　

勝　

昭

問　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

「
あ
づ
み
ん
」
も
６
年
目
、

延
50
万
人
突
破
と
大
好
評
。

一
方
、
豊
科
と
明
科
の
福
祉

バ
ス
は
無
く
な
っ
た
。
運
行

エ
リ
ア
５
ヵ
所
の
料
金
を
市

内
全
域
３
０
０
円
に
統
一
す

る
時
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

現
在
14
台

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
行
っ
て

い
る
。
旧
町
村
時
代
の
巡
回

バ
ス
等
の
調
査
も
含
め
、
現

在
の
運
行
形
態
に
な
っ
た
。

一
乗
車
統
一
に
は
２
つ
の
課

題
が
あ
る
。
①
乗
合
い
方
式

で
市
内
一
時
間
以
内
に
送
り

届
け
る
こ
と
が
原
則
で
あ

り
、
全
体
の
利
用
者
の
利
便

性
が
そ
こ
な
わ
れ
る
。
②
市

内
４
事
業
者
で
運
行
。
市
内

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営
に

つ
い
て
の
懸
念
が
あ
る
。
今

後
検
討
す
る
中
で
慎
重
な
取

り
扱
い
を
要
す
る
。

問　

地
域
公
共
交
通
協
議
会

負
担
金
と
し
て
、
５
千
７
百

万
円
余
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
「
あ
づ
み
ん
」
さ

え
利
用
で
き
な
い
人
た
ち
が

あ
る
。
検
討
、
考
え
る
べ
き
。

企
画
財
政
部
長　

利
用
者
の

要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
側
参
画
の
も
と
、
綿
密

な
検
討
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
ニ
ー
ズ
、
経
費
に

つ
い
て
の
試
算
は
ま
だ
、
し

て
い
な
い
。

新
高
齢
時
代
、
安
曇
野
モ
デ

ル
に
つ
い
て

問　

健
康
長
寿
、
高
齢
者
の

元
気
づ
く
り
の
一
つ
に
、
歌

が
あ
る
。
声
を
出
す
、
仲
間

が
い
る
。
楽
し
い
。
多
く
の

団
体
の
皆
さ
ん
が
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
予
約
に
苦
労
し

て
い
る
。
旧
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
ピ
ア

ノ
を
設
置
し
、
有
効
活
用
で

き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

こ
の
施
設

は
現
在
、
介
護
予
防
事
業
、

一
次
予
防
、
二
次
予
防
事
業

を
開
催
。
現
在
介
護
保
険
が

見
直
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、

介
護
予
防
は
重
要
な
事
業
で

あ
る
。
ピ
ア
ノ
が
必
要
で
あ

れ
ば
考
え
た
い
。

問　

社
協
福
祉
員
に
よ
る

「
さ
さ
え
愛
」
プ
レ
ー
ト
活

動
。
一
歩
進
め
て
、
身
近
な

ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ
う

な
施
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

福
祉
員
は

社
協
の
組
織
で
あ
る
が
、
市

と
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
地

域
福
祉
を
進
め
て
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

介
護
予
防
教
室
、
認
知

症
予
防
教
室
と
高
齢
者
は
予

防
の
た
め
に
生
き
る
で
は
夢

も
希
望
も
な
い
。
人
間
の
尊

厳
、
希
望
、
生
き
る
と
は
の

理
解
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長　

介
護
に
な

ら
な
い
、
元
気
で
生
き
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
事
業
名
が
た
ま
た
ま
介

護
予
防
事
業
と
な
っ
て
い

る
。

新
高
齢
時
代
、
安
曇
野
モ
デ
ル
を

無
所
属　

相　

田　

登
美
枝仲間といっしょ、カラオケ教室で
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一 般 質 問

問　

三
郷
地
域
の
水
道
水
の

濁
り
水
対
策
に
つ
い
て
。

上
下
水
道
部
長　

水
道
水
の

濁
り
の
原
因
を
究
明
す
る
た

め
の
カ
メ
ラ
調
査
に
つ
い
て

は
、
本
日
、
４
ヵ
所
を
予
定

し
実
施
し
て
い
る
。
昨
日
ま

で
の
２
日
間
で
９
ヵ
所
の
調

査
が
終
了
し
て
い
る
。
場
所

は
全
て
小
倉
地
域
で
一
昨

日
、
昨
日
と
も
に
マ
ン
ガ
ン

の
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
。
浄
化
場
の
濾
材

等
の
入
れ
替
え
、
あ
る
い
は
、

配
水
池
の
清
掃
作
業
等
に
よ

り
濁
り
の
発
生
防
止
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問　

道
路
・
橋
梁
・
上
下
水

道
・
学
校
等
施
設
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　

本
年
度
、

舗
装
の
老
朽
化
の
調
査
と
し

て
交
通
量
の
多
い
幹
線
道

路
、
約
１
６
３
キ
ロ
、
こ
れ

に
つ
い
て
路
面
の
ひ
び
割

れ
、
わ
だ
ち
掘
れ
、
平
た
ん

性
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

　

道
路
の
付
属
物
で
大
型
道

路
標
識
の
落
下
や
倒
壊
を
防

問　

改
正
さ
れ
た
災
害
対
策

基
本
法
の
要
援
護
者
の
避
難

支
援
に
つ
い
て
、
市
町
村
に

義
務
づ
け
ら
れ
た
災
害
時
要

援
護
者
の
名
簿
作
成
、
情
報

提
供
に
必
要
な
本
人
の
意
思

確
認
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

今
回
の
法

改
正
で
、
災
害
時
要
援
護
者

は
避
難
行
動
要
支
援
者
と
名

前
が
変
わ
っ
た
が
、
市
が
作

成
し
て
き
た
要
援
護
者
台
帳

で
対
応
が
で
き
る
。
し
か
し
、

個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用

の
中
で
、
情
報
を
区
長
、
自

主
防
災
組
織
の
長
へ
提
供
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
た

め
事
前
の
情
報
提
供
は
行
っ

て
い
な
い
。
個
人
情
報
を
担

保
す
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

て
お
り
名
簿
の
提
供
を
行
う

に
あ
た
り
危
機
管
理
室
等
と

協
議
を
進
め
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
登
録
状
況
は
全
体
で

７
５
０
３
名
と
な
っ
て
い

る
。

問　

地
域
の
自
主
防
災
組
織

等
へ
の
情
報
提
供
の
た
め
の

同
意
の
確
認
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
の
手
挙
げ
方
式
に

よ
る
登
録
の
実
施
等
、
過
去

止
す
る
観
点
か
ら
、
健
全
性

の
点
検
を
行
い
、
老
朽
化
で

危
険
な
個
所
を
把
握
し
、
計

画
的
な
修
繕
対
策
を
実
施
す

る
。
事
業
費
も
平
準
化
を
図

り
、
安
全
な
道
路
ス
ト
ッ
ク

の
維
持
管
理
に
努
め
る
。
ま

た
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
修
繕
を
実
施
し
て

い
る
。

　

道
路
の
事
故
対
策
は
、
広

報
紙
等
に
よ
り
市
民
の
皆
様

か
ら
も
情
報
提
供
の
協
力
を

お
願
い
し
早
期
の
発
見
、
対

応
に
努
め
る
。

上
下
水
道
部
長　

上
水
道
に

つ
い
て
は
、
経
過
年
数
に
限

ら
ず
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
計
画
的

な
布
設
替
え
が
必
要
に
な
っ

て
き
た
。
下
水
道
に
つ
い
て

も
必
要
に
応
じ
て
長
寿
命
化

計
画
を
立
て
、
再
生
工
法
等

検
討
し
耐
用
年
数
を
延
伸
す

る
。

教
育
次
長　

市
内
の
17
校
は

建
設
年
度
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
あ
る
為
、
改
修
工
事
の
必

要
な
施
設
は
順
次
計
画
的
に

改
修
を
図
っ
て
い
く
。
施
設

の
耐
久
性
を
高
め
、
長
寿
命

の
質
問
で
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
近
隣
自
治
体
に
比
べ
て

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
が
。

健
康
福
祉
部
長　

23
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
が
若
干

の
遅
れ
が
あ
る
。
今
年
度
、

郵
送
に
よ
り
対
象
者
の
意
思

確
認
の
実
施
、
手
挙
げ
部
分

に
つ
い
て
も
対
応
し
た
い
。

問　

｢

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム｣

の
活
用
態
勢
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

現
在
、
シ
ス
テ

ム
運
用
の
最
終
調
整
を
し
て

い
る
。
最
新
の
住
民
情
報
を

取
り
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
取
り
扱
う
部
署
・
職
員

の
限
定
や
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
対
応
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や

シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法
を
熟

知
す
る
た
め
の
訓
練
等
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
で
き

る
本
格
運
用
の
態
勢
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

「
生
活
困
窮
者
・
子
ど
も
の

貧
困
」
問
題

問　

｢

生
活
困
窮
者｣｢

子

ど
も
の
貧
困｣

支
援
が
国
で

議
論
さ
れ
て
い
る
。
国
の
制

化
を
図
っ
て
建
て
替
え
の
サ

イ
ク
ル
を
延
ば
す
こ
と
で
費

用
を
抑
え
て
い
く
、
今
後
、

実
施
計
画
に
基
づ
き
必
要
な

改
修
工
事
を
順
次
行
っ
て
い

く
。

問　

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
経

費
を
含
む
今
後
の
財
政
計
画

に
つ
い
て
。

企
画
財
政
部
長　

毎
年
策
定

す
る
実
施
計
画
に
従
い
計
画

的
に
反
映
さ
せ
、
緊
急
性
等

年
度
間
の
平
準
化
に
努
め
な

が
ら
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○ 

原
発
再
稼
働
問
題
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
、
憲
法
96
条
改
正

に
つ
い
て
。

度
化
を
待
つ
だ
け
で
な
く
生

活
現
場
に
直
結
し
て
い
る
自

治
体
が
対
応
す
べ
き
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。
市
の
対
応

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
案
の
動
向
に
注
意
を
し

な
が
ら
、
市
と
し
て
、
生
活

保
護
に
至
る
前
の
段
階
か
ら

早
期
に
就
労
相
談
を
行
う
支

援
体
制
の
構
築
や
生
活
保
護

か
ら
脱
却
し
た
人
が
再
び
生

活
保
護
に
至
ら
な
い
よ
う
な

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
法
が
成
立
し
た
が
、
近
年

は
経
済
格
差
の
広
が
り
に
よ

る
子
供
の
貧
困
問
題
が
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
。
市
と
し

て
経
済
的
に
困
難
な
児
童
生

徒
の
家
庭
に
就
学
援
助
を

実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
、

国
・
県
の
貧
困
対
策
計
画
な

ど
具
体
的
な
施
策
に
対
応
し

た
支
援

を
行
っ

て
い
く

べ
き
だ

と
考
え

る
。

公
共
施
設
・
道
路
・
上
下
水
道
等
の

　
　
　
　
　

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

無
所
属
連
合　

吉　

田　

満　

男

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

公
明
党　

松　

森　

幸　

一

完成間近な穂高東中学校大規模改修工事
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議案第 97 号
平成 24 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について ( 福祉教育委員会所管事
項 )（賛成多数で認定 )

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 南部多目的運動広場の用地購入については、安全面で非常に問題があるという点において賛成できない

ので、この認定については反対する。
（原案に賛成の意見）
 ・ 南部多目的運動広場については既に認めたことである。行政側がそれにのっとって履行した決算の認定

について、異議を唱えるということはいかがなものかと思う。これについては認めるべきであるので賛
成する。

議案第 101 号 平成 24 年度 安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について（賛成多数で認定）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 給付制限の実施という厳しい措置は、暮らしを脅かすことになってしまい、福祉が行うことではないと

思う。保険料が上がるということは、わずかな年金で暮らしている高齢者にとっては大変厳しいもので
ある。暮らしが大変になり、命に係わる内容にまで及んでいく可能性もあるのでこの内容には反対する。

（原案に賛成の意見）
 ・ 制度に基づく事業の運営と、生活が苦しい困窮者をどうするかということを、同一の事業で全てを解決

することは無理である。それにはまた別の施策を講じるのが行政の福祉のあり方ではないかと思うので、
この決算認定については賛成する。

陳情第２号 有明運動場並びに穂高立足マレットゴルフ場への水洗便所設置について（全員賛成で採択）

審査内容

（意見）
他のスポーツ施設との兼ね合いや公平性を考え、計画的に進めていってほしい。

（採択に賛成の意見）
 ・ ある程度経費のかかることは間違いないが、対外的に使う機会があるということであれば、快適に利用

してもらうために整備を進めていくべきだと思う。

陳情第４号 私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書（賛成多数で採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
 ・ 部分採択がないとすると、私学助成の大幅増額という表現については反対したい。
 ・ 今後は私学自体も自助努力が必要になってくる。教育の平等性ということから、いくらかの支援は必要

ということで、現在、就学支援金が支給されているのでこの陳情には反対する。
（採択に賛成の意見）
 ・ 教育を受けるための機会均等は大切であり、また私学は独自の教育内容を行っているということでは大

変努力していると思う。そういった私学への支援は今後も続けていくべきであり、国や県に対して意見
書をあげていくということは大事なことだと思うので賛成する。

福祉教育委員会審査報告（抜粋）

議案第 76 号 安曇野市道路占用料条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）
議案第 77 号 安曇野市営住宅条例及び安曇野市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 80 号
安曇野市公共下水道事業受益者負担に関する条例及び安曇野市下水道事業受益者分担
金徴収条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 81 号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）
議案第 82 号 安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）
議案第 83 号 平成25年度 安曇野市一般会計補正予算（第4号）（建設水道委員会所管事項）（全員賛成で可決）

審査内容
（要望）
子どもにわかりやすいようにイラスト（絵）を入れた公園の遊具に注意書きのステッカーとする。貼る
高さにも配慮した安曇野市独自の基準を設けるよう要望する。

議案第 88 号 平成 25 年度 安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）（全員賛成で可決）
議案第 89 号 平成 25 年度 安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）（全員賛成で可決）
議案第 96 号 平成 25 年度 安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）（全員賛成で可決）
議案第 97 号 平成 24 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について ( 建設水道委員会所管事項 )（全員賛成で認定）
議案第 102 号 平成 24 年度 安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について（全員賛成で認定）

審査内容
（要望）
汚泥のリサイクル、有効利用を検討して汚泥の処理委託料を減らして欲しい。

議案第 103 号 平成 24 年度 安曇野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について（全員賛成で認定）
議案第 110 号 平成 24 年度 安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について（全員賛成で認定）
議案第 133 号 市道の認定について（全員賛成で可決）
請願第 9 号 明科の水道漏水対策を早急に求める請願書（全員賛成で採択）
請願第 10 号 三郷地区に安心して飲める水道水の確保を求める請願書（全員賛成で採択）

建設水道委員会審査報告
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議案第 97 号
平成 24 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について ( 総務委員会所管事項 )

（賛成多数で認定）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 市債の現在高が増加しており、市民の生活を圧迫する内容である。24 年度事業の総括から展望がみえ

てこない。
（原案に賛成の意見）
 ・ 議会で認めた予算を市民のために執行した結果が報告され、反対する余地はない。本庁舎の問題につい

ては、議会の中でも民主的に議論し、かつ、予算の承認をし、その範囲で執行されており決算について
認定する。

議案第 134 号
安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

（可否同数のため委員長採決により可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 国の施策としてデフレ脱却のための所得向上に向けて取り組んでいる中で、東日本大震災の復興財源の

一部として職員の給与の減額分を補うのは、国が進めている施策の方向性と異なる。
（原案に賛成の意見）
 ・ 減額が東日本大震災の復興財源であり、また６カ月の期間限定としたこと、国との関係の中で交付税の

減額の影響を考え賛成する。
 ・ 自治体の職員の給与は、自治体が決定すべきものであるが、復興の財源として、また組合も妥結したと

いう過程を尊重して賛成する。

請願第８号
安曇野市穂高総合支所・三郷総合支所の建設事業計画の再検討を求める請願書

（賛成少数で不採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
 ・ ２支所の建設計画は、まだ案の段階であり、その再検討を求める請願であるが、その趣旨から、どのよ

うに使える建物を活用するかその具体的なものが示されておらず、案の段階である建設計画を単に再検
討をとあっても、具体的な議論ができず反対する。

（採択に賛成の意見）
 ・ 前回も提出され、今回はその趣旨を明確にされて再提出された。建設するという方向性は決まっており、

再検討していただきたいという市民の声を考慮し、慎重に対応すべきであり賛成する。

総務委員会審査報告（抜粋）

議案第 73 号 安曇野市霊園条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 83 号
平成 25 年度 安曇野市一般会計補正予算（第 4 号）（環境経済委員会所管事項）

（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 直売所加工施設の、Ⅴⅰｆ穂高増築工事に関してであるが、現在計画中の温浴施設との関連をきちっと

検討して、増設工事が無駄にならないように、しっかりとした方針を立てて協議を行い、予算計上して
いただきたい。

（原案に賛成の意見）
 ・ Ｖｉｆ穂高の売り場増築工事には問題ない。ただし、食堂など一部検討が必要と思われるが、今後は温

浴施設の計画と協議をして進めてほしい。

議案第 95 号 平成 25 年度 安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）（全員賛成で可決）

議案第 97 号
平成 24 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について ( 環境経済委員会所管事
項 )（全員賛成で認定）

審査内容

（要望・意見）
松枯れ病対策、稲作の苗箱施薬剤についてであるが、安全で効き目が良いというネオニコチノイド系の
農薬は多く使われているが、最近この農薬について危険性がとりざたされている。環境にも悪影響がと
りざたされているし、またヨーロッパでは規制もかかっていると聞いている。農薬の安全性について研
究しておいたほうがいい。

議案第 132 号 土地の取得について（温浴施設整備事業）（全員賛成で可決）
請願第６号 増田建設産業の防音壁問題の早期解決について（全員賛成で採択）

審査内容

（採択に賛成の意見）
 ・ 請願事項の１「議会としても現場を見学し見解を示してほしい。」とあるが、議員の任期がせまってき

ていることも考えて、請願項目の２、３についてのみの採択としたい。
 ・ 請願項目の１については、議会として最も重要な仕事であるため、統一見解が出るか出ないかに関係な

くきちっと対応すべきであると考える。請願項目の２については業者のデータと市は業務委託した調査
と比較検討するといっているが、ここには住民監視の調査資料も並べて比較検討すべきである。請願項
目３について、市は今回、業者に要望書、県には要請書と考えているようであるが、不十分であると考
えているので賛成する。

環境経済委員会審査報告（抜粋）

常 任 委 員 会 報 告
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真
々
部 

区
は
、
安
曇
野
の
東
側
の
玄

 
 

関
口
に
位
置
し
、
約
９
０
０

戸
の
世
帯
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
６
ヵ

所
の
地
域
か
ら
総
代
が
選
出
さ
れ
、
区
長

代
理
・
総
務
・
会
計
・
公
民
館
担
当
二
名
・

文
書
担
当
の
六
名
で
構
成
さ
れ
、
区
の
運

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

当
初 

は
、役
割
の
理
解
な
ど
に
苦
労
し

 

ま
し
た
が
、
区
長
に
不
明
な
点

を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
ま
た
、
昨
年
度

の
資
料
を
見
な
が
ら
無
我
夢
中
で
仕
事
を

し
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
真
々
部
区
で

は
初
め
て
の
女
性
総
代
と
の
事
で
、
気
を

使
い
ま
し
た
が
、区
長
・
総
代
仲
間
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
と
、お
互
い
に
カ
バ
ー
し
合

い
前
向
き
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
と
共
に
楽

し
く
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ 

に
し
て
も
、
こ
ん
な
に
も
多
岐

 

に
亘
る
仕
事
が
沢
山
あ
る
事
に

驚
き
、
そ
れ
と
同
時
に
今
ま
で
自
分
は
気

が
付
か
な
い
だ
け
で
、
知
ら
な
い
だ
け
で
、

随
分
と
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
事

を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
お
陰
で

何
事
も
な
く
、
平
穏
に
過
ご
さ
せ
て
戴
け

て
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
し

た
。
運
営
資
金
と
し
て
区
費
な
ど
を
徴
収

し
ま
す
が
、
今
ま
で
は
納
め
る
立
場
で
し

た
の
で
、
深
く
考
え
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
徴
収
す
る
側
に
な
り

他
の
地
区
で
は
、
金
額
等
含
め
て
ど
の
よ

う
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
の
か
気
に
な
り
、

何
人
か
の
方
に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
地
域
毎
に
随
分
違
い
が
あ
り
、
興
味

深
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
区
費
以
外

に
も
市
か
ら
の
補
助
金
や
各
種
の
制
度
資

金
・
還
元
金
等
に
よ
り
、
区
の
財
政
が
賄

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

 

真
々
部
区
で
は
、
歴
代
の
区
長

 

は
じ
め
総
代
の
方
々
の
ご
尽
力

に
よ
り
防
災
組
織
が
整
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
も
、
当
た
り
前
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
防
災
マ
ッ
プ
研
修
会
を

受
講
し
た
際
、「
真
々
部
区
は
防
災
組
織
も

マ
ッ
プ
も
訓
練
も
良
く
で
き
て
い
ま
す
ね
」

と
言
わ
れ
、
誇
ら
し
く
、
感
謝
の
思
い
を

深
く
致
し
ま
し
た
。
今
年
も
７
月
７
日
に

区
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
１
５
０
余
名

が
参
加
さ
れ
、
救
急
救
護
・
消
火
・
放
水
・

炊
き
出
し
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
い
つ
災
害
が
起
こ
る
の
か
分
か
ら
な

い
状
況
で
す
の
で
、
皆
様
た
い
へ
ん
真
剣

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
も
以

前
に
参
加
し
た
時
よ
り
も
、
身
に
つ
ま
さ

れ
る
思
い
で
、
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
う 

し
た
中
、
ふ
と
、
本
当
に
災
害

 

が
起
き
た
時
、
隣
組
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
こ
う
し
て
連
絡
を
取
り

合
え
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
方
は
、
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
ア

パ
ー
ト
な
ど
集
合
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
は
、
隣
組
に
は
加
入
し
て
お
り
ま
せ

ん
し
、
区
と
し
て
の
世
帯
主
名
簿
も
あ
り

ま
せ
ん
。
本
当
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
多
く
の
方
々
が
災
害
難
民

と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
集
合
住
宅
入
居
者
に
つ
い
て
は
、

市
の
共
通
条
例
と
し
て
隣
組
加
入
・
区
費

納
入
等
が
あ
れ
ば
、
区
の
運
営
を
す
る
上

で
も
大
変
行
い
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

総
代 

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
役
を
し

 

て
い
な
か
っ
た
ら
お
会
い
す
る

事
は
な
か
っ
た
素
晴
ら
し
い
方
々
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
ま
た
、
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
事
に
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
後
半
も
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役

に
た
て
る
様
、
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙橋 みち子さん

（豊科）

編集後記
◆先日、市長選挙立候補予定者 3 名の公

開討論会を拝聴した。次期市政を託すリー

ダーを選ぶための大事な情報収集であり、

判断力を少しでも上げようとの思いで

あった。また 3 人が一堂に会し、討論す

る最初で最後の機会でもあったことも理

由の一つである。二元代表制の相手方に

ついては、議員として当然の関心を示し

ただけのことではあった。

 丸山　祐之

◆市民の皆様に支えていただき、今議会広報特別委員会で最後の「議会だより」と

なりました。より良い広報誌作成のため、視察を重ねながら、前々回から写真を大

きくしたり、イラストを入れて工夫をしてみました。少しでも市民の皆様にとって

読みやすくなったでしょうか？これからも皆様のご意見をお寄せいただきますよう

お願い致します。2 年間本当にありがとうございました。　感謝！

 委員長　吉田　滿男

議会広報特別委員会

　委 員 長　吉田　滿男

　副委員長　相田登美枝

　委　　員　小松洋一郎　畠山　倉光

　　　　　　藤原　陽子　山地　重雄

　　　　　　内川　集雄　下里喜代一

　　　　　　平林　德子　丸山　祐之

＊気軽にご意見をお聞かせください。

平成 25 年安曇野市議会
12 月定例会会期日程（予定）

11 月28 日（木）～ 12 月20 日（金）頃を

予定。皆様の傍聴をお待ちしています。

安曇野市議会だより　第 32 号
〒399-8211　長野県安曇野市堀金烏川2750-1　安曇野市堀金総合支所内
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